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好奇心のタネを
育てよう。

12学部と一言でいっても、
各学部の教育や研究は多種多様です。
広報室学生スタッフがその一部をご紹介します！

特集1

　国際コースや英語のプログラムも充実し多数の留学生が在籍。新屋敷恵美子准教授のゼミには、現
在、ドイツと韓国からの留学生も参加しています。ゼミでは、多様な視点を意識しながら、日本や諸外国の
法制度について、互いに報告し研究を進め、法の分野での深い知識や理解を獲得します。2021年度のゼミ

のテーマはSDGs（持続可能な開発目標）と労働法。非正規雇用や外国人労働者、育児休業
をめぐる問題など、労働法の分野で取り扱われる問題はSDGsの掲げる17の目標と様々に
関係しています。学生は、世界で実現を目指している目標に向け、自身の関心に基づいてテーマを決め、研究を進めていま
す。法学部の課程では、“法”の学習を通じ、制度を深く読み解く力を育み、広い視野で、関係者相互の意見や利害を調整
し、総合的に判断できるジェネラリストとしての能力を伸ばすことも大切です。こうして培われた能力を基礎に、社会にお
いて、公正・公平な形で多様な意見を収斂させ、人と人、人と制度を結び付けることができる人材を育てています。

人と人をつなぐ“法”

学部  新屋敷 恵美子 ゼミ

法学部  ってこんなトコロ！

※英語力を重視した特別入試を実施、それらの学生を中心に、そのほかの意欲ある学生も巻き込みながら、
国際化を推進しようとするプログラム

　国語学では古代から現代に亘る日本語の文法・語彙・音韻について、国文学では中古
と近世を軸に古典文学作品について研究しています。「古典文法を調べてみたい」「小説
が好き」など、学生がこの研究室を選ぶ理由はさまざまです。実はまだ明らかになってい
ない言語現象や文献資料は山ほどあり、未知との遭遇を味わえるのも研究の醍醐味！
　研究室の強みは、何よりその環境です。全国屈指の蔵書数を誇る図書館で、研究書は
もちろん古い書物を実際に手に取れるのは大きな魅力。一つの言葉について何百もの
用例を調査したり、先行研究を読み込んだりと、情報を精査する力も身に付きます。集大
成となる卒業論文は４万字超で、執筆後の達成感は格別です。研究室で国語学を担当
する青木博史准教授は「衣食住と同じように、人間はことばとともに変化・進化し続けな
がら生きてきました。ことばを知ることは人間の本質を知ることにつながります。」と話し
ます。より深い日本語・日本文学の世界を、ここできっと知ることができるはず！

学部  国語学国文学研究室

蔵書数全国トップクラスの環境で学ぶ

文学部  ってこんなトコロ！

　一般的な教員養成系の大学とは違い、教育という学問のあり方を探究する学部で、教育の研究者、教育行
政職、公認心理師などを輩出しています。グローバルで学際的な教員が多く、伝統的な学問に加え、新しい学
問領域を学ぶことができます。教育学と教育心理学の最先端の専門領域を網羅しており、1年次に全ての教
育学部教員の専門に触れ、2年次に専門の必修が始まり、3年次では専攻科目（指導教員）を決め、4年
次に卒業研究に取組みます。

　伊藤崇達准教授の研究室では、どうしたら楽しく学ぶことができるのか、現在の
教育の意味や効果を、心理学的な検証と研究手法で明らかにし、その成果は国内
外に大きく貢献しています。また、研究室では「主体性」を大事にしており、学生たち
はそれぞれに学習の興味やつまずき、数学・プログラミング学習と、学習方略の関係
などを研究しています。研究の調査では、心理統計学を駆使し、信頼性と妥当性の高
い質問項目を作成したり、さらには実験も行っています。これは教育心理学独自の

方法論で、個別実験と集団実験に大別されます。例えば、個別学習課題でのパフォーマンス、
グループディスカッションでの参加者の思考や発話のプロセスの検証などです。このような独
創的な研究をするためには、高校での全ての学業を大切にし、特に英語力や数学的思考を身
につけておくこと、そして大学進学後は、広い視野を持って多様な専門領域を履修することが
ポイントとなります。

育学部

教育学部  ってこんなトコロ！

どうしたら楽しく学ぶことができる？

研究室の川平准教授、岡田准教授、青木准教授

　木附晃実准教授の専門は開発経済学で、経済学の立場からデータサイエンスの手
法も活用しつつ、途上国の貧困を解決していく方法を研究しています。しかし、在籍学
生の研究テーマは先生の専門とは少し異なり、中国の企業や疫学、中小企業の環境
経営、農業経済、教育過剰による賃金の影響など、その内容はさまざま。学生たちは、
各々が主体的にテーマを決め、木附先生から経済学やデータサイエンスの面からのアドバイスを受けなが
ら、自分の研究を進めています。先生と学生がそれぞれ異なるテーマで研究することにより、メンバーでの

意見交換を通して新たな視点での発見が可能となります。全員がそれぞれのオリジナリティ
を持ちつつ、それを互いに認め合って協力し合う。それはまさに共創学部が目標とする主体
的な学びを通じて、絶え間なく変化する世界の課題に持続的に取組むことができる、強くし
なやかな知性をもった人物を育てる場となっています。

創学部  木附 晃実 ゼミ

経済学×データサイエンスで
課題解決の糸口を探る

共創学部  ってこんなトコロ！

教育心理学研究室
伊藤 崇達 准教授

　2018年に誕生した共創学部は、学生一人ひとりが世界の抱える問題を研究テーマとして設定し、それらの問題を解決するために
文理の壁を超え領域の異なる学問分野を組み合わせながら解決方法を探っています。主に1年次から3年次までは、自身が設定し
た研究テーマへのアプローチに必要な考え方や知識、また情報の収集や発信に重要な英語を実践的に学びます。3年次の冬
学期からディグリープロジェクト（卒業研究）をスタートさせ、それまでに学んできた考え方をもとに研究を進めていきます。

　学生の自主性を大切にしており、2年次以降の専門科目では、5つの分野(基礎法学、公法・
社会法学、民刑事法学、国際関係法学、政治学)の科目群を、学年や習熟度、学生の関心、将来
の進路に応じて「積み上げ型」(入門科目、基盤科目、展開科目)で受けることができます。３年次
後期には多数のゼミから１つを選択し、興味に沿ったテーマを研究、少人数で討論や発表を行
います。さらにGVプログラム（※）などを通して国際的な人材育成も取組まれています。

　哲学・歴史学・文学の3コースに加え、言語学・地理学・心理学・宗教学・社会学などの人間科
学コースと合わせ、計4コースの下、21の専門分野（研究室）があります。東洋から西洋、古代か
ら現在にまたがる「人文学」の多様な学問は、21の研究室で専門的に、かつ分野横断的に連携
し合って行われています。文学部学生は、２年次に進学する際に研究室に配属されますが、
他の専門分野の授業を受けることも可能です。

現地にて

調査の

打ち合わせ

03K Y U S H U  U N I V E R S I T Y  C A M P U S  M A G A Z I N E  2 0 2 1 . 0 704 K Y U S H U  U N I V E R S I T Y  C A M P U S  M A G A Z I N E  2 0 2 1 . 0 7



　来年に開設100周年を迎える顎顔面腫瘍制御学分野研究室では、「歯学」と言え
ば一般的にイメージされる虫歯や歯周病ではなく、口腔領域周辺のさまざまな疾患、
例えば唾液腺などの組織が破壊されるシェーグレン症候群やIｇG4関連疾患、口腔が
ん、口腔粘膜疾患などの、病因・病態を解明するため、日々研究しています。中でも、Iｇ
G4関連疾患の研究をしている歯学の研究室は日本でもここだけ。主な研究方法とし
て、患者の病変組織から病気の原因となり得る細胞を探し出し、オーダーメイドの治

療法の開発に挑戦しています。また、各疾患に特異的な細胞を導入した疾患モデルを作成し、それに対し
て候補となる治療薬を探しています。中村誠司教授、前原隆医局長や学生の皆さん曰く、自発的に活動す
ることで、学問に没頭できる環境が揃っているとのこと。留学も盛んで、中村先生も前原先生も経験者。民
族の違い=考え方の違いなど、その学びは大きかったそうです。まだまだ発展途上にある歯学の分野にお
いて必要なもの、それは学びだけではなく、自由な発想と探究心、そしてチャレンジ精神です。

学部

歯学部  ってこんなトコロ！

歴史ある研究室で最先端を学ぶ

　3年生から始まるゼミは普段の講義とは違い、学生が自発的・積極的に好きなこと
に挑戦し、失敗できる場です。論文輪読やデータ分析、現地調査やプレゼンテーション
などを通して専門性を高めていきます。藤井秀道准教授のゼミでは、SDGｓ（持続可能
な開発目標）の達成に向けた企業の取り組みやESG投資に焦点を当てた研究を行っ
ています。藤井ゼミの特徴は、個人の主観的な意見だけでなく、客観的な資料（データ
分析結果や専門家の報告書）の内容を参考に科学的根拠に基づいた議論を重視して

いる点です。藤井ゼミで特に大事にしているのがクリティカル・シンキング（相手の話を鵜呑みに
せず常に批判的な考えを持つこと）です。相手の考えを引き出すための能力でもあるこのスキ
ルを高めるには、他の学生の報告に対して、質問やコメントを積極的に行うことが求められま
す。最初は戸惑いますが、繰り返し行うことで、質問を考えるスキルが上達し、卒業時には全員が
素晴らしい質問を行えるまでに成長しています！

済学部  藤井 秀道 ゼミ

経済学部  ってこんなトコロ！

実戦で鍛えよう！クリティカル・シンキング

学位記授与式（卒業式）

久山町での

検診の様子

※コロナ禍以前

　二宮利治教授は、地域の住民に密着した疫学調査で有名な「久山町研究」を行っています。毎年行う地
域住民の健診から健康状態を追跡するこの研究は、今年で60年目となる歴史ある研究で、受診率は40
歳以上の全住民の70%～80%にも及ぶ大規模なものです。病理学教室、精神科、心療内科、眼科、呼吸器
科、循環器内科、整形外科、歯科、農学部など多岐にわたる教室が参画しているのも特徴です。大学だけ
でなく、久山町、そして住民の方、たくさんの方の協力のもと行われているのが久山町研究のすごさであ
り、強み。また、毎年の健診に加え、この町で亡くなった方の70%は剖検を受けられてい
ます。さらに、脳心血管病、認知症、生活習慣病などの病気はどのような場合になりやす
いのかなどの研究成果を、健康政策の立案や、健康管理アプリの開発などに活用するこ
とにより、地域住民の健康に役立てています。「いろんなことに興味を持って、好奇心と敬
意を大切に、何事も一生懸命やることが大切」と二宮先生。久山町研究100年を目指し、
住民の方、様々な分野の先生方と共に、人々の健康の向上に向けて歩まれています。

久山町と共に歩み60年－未来の健康につなぐ－

医学部  ってこんなトコロ！

　松島綾美准教授の研究室では、自然環境に存在する化学物質が、生き物にどの
ような影響を与えるのかについて化学的観点で解析する研究を行っています。松島
先生は学生と共に学び、共に成長することをモットーとしていて、学生からの研究提
案を多く取り入れ、学生の積極的な学び、主体性、その若い力を大事にしています。
研究は、一人によって成し遂げられるのではなく、小さな力を合わせて大きな成果
が得られるもので、お互いの協力は不可欠。研究室では、皆で協力しながら課題に
取組みます。また、学生の皆さんには研究という答えのない世界に飛び込む前に幅広い知識に
触れて欲しいと松島先生は考えます。実際に先生の学生時代には他大学の臨海実習やバック
パッカーとして旅をするドイツ語研修旅行に参加したりと色々な経験をしたんだとか。大学は自
分の行動次第でさまざまなことに挑戦でき、楽しみ、学ぶことができる場なのです。

共に学び、共に成長する

学部

理学部  ってこんなトコロ！

　純粋で飽くなき知的好奇心を原動力として、自然を対象にその成り立ちや法則を見出し、社会に貢献する
ことを目指しています。一言に自然と言っても、原子から物質、生命、地球、宇宙、さらには数や図形など対象
はさまざまです。このような幅広い自然に対応できるよう、物理学科、化学科、地球惑星科学科、数学科、生物
学科があり、それぞれの研究を通して自然に対する「なぜ？」を突き詰め、自然を理解し、人類の発展のため
の土台を構築していきます。教員免許の取得も可能なため、卒業後は教員となるイメージがあるかもし
れませんが、その進路はバラエティに富んでおり、企業での研究の道を選ぶ学生も多いです。

学部
衛生・公衆衛生学分野
二宮 利治 教授

構造機能生化学研究室
松島 綾美 准教授

顎顔面腫瘍制御学分野研究室
中村 誠司 教授

　経済・経営学科と経済工学科の2学科から成り、学科分類がユニーク！ 経済工学科は全国でも唯一であり、経
済の理論から応用まで一体的に学ぶことができます。経済・経営学科では、企業分析・産業分析・経済分析の３
つのコースから学生の興味・関心に合った専門分野を選択でき、両学科とも3年次からゼミへ配属されます。
　ゼミのほかにも少人数学習の機会が多いため、学生間の意見交換がしやすく、教員から密な指導を受
けられます。世界で活躍する人材育成のためのGproEプログラムは学生から人気です！

　６年制の医学科、４年制の生命科学科と保健学科があり、将来を担う、世界で活躍す
る医療従事者、研究者、教育者等の養成を目標としています。医学科は医学・医療の現
場で必要となる知識や技能、態度をはじめ幅広い分野を学びます。生命科学科は医学
科と一緒に基礎医学の授業を受講し、3・4年次には研究室配属、卒業研究と研究に集
中して取り組めます。保健学科は専門的知識と質の高い実践能力を身に付けた
看護師、保健師、診療放射線技師、臨床検査技師の育成を行っています。

　口腔の健康から全身の健康に貢献するという学部全体の理念の下、研究プロジェクトは口腔健康
科学と再生医療の大きく２つにまとめられており、口腔健康科学分野ではオーラル、ブレイン、トータ
ルヘルスを統合して行うOBT研究センターを、再生医療分野では歯の再生医療を目的としたDDR研
究センターを設立し、最先端の研究をしています。学生は豊かな教養と高度な専門知識・技能を
備えたリーダー的人材になることを目標に、6年間の学びを経て歯科医師国家試験に挑みます。
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　松前あかね准教授の研究室では、「創造性」を軸に社会を「関係性」の重なりと捉
え、理論と実践の行き来によるソーシャル・イノベーションデザイン研究に取り組んで
います。学生の研究テーマはさまざまで、五感をコントロールすることで人の新たな可
能性を探ったり、人の表情筋や瞬きから「一体感」や「響きあい」を捉えてみたりと個性
的なものばかり。デザインという学際分野での研究を進める上で、国内外の多様な分
野の研究者との連携が、この研究室の強みです。松前先生は、学生には関心事の本質
を徹底的に突き詰めるとともに、生きた現実・現場感覚を真摯に捉えたデザイン実践・
研究に向き合ってほしいと言います。また、この学部は自分の物差しで動ける学生が向
いていると、皆さん口を揃えます。様々な個性が集結したこの場所で、芸術的スキルの

有無に関わらず、どんなことでもおもしろがることができるタフな柔軟さ、し
なやかさを持つ人は、充実
したキャンパスライフを
送れるのでは。

術工学部  松前 あかね研究室

理論と実践を行き来しながら、
関心事を突き詰める

芸術工学部  ってこんなトコロ！

　中村崇裕教授の研究室は、ゲノム化学工学と植物分子機能学を専門としていま
す。環境問題や食料問題を解決するための重要なツールと考えられている植物は、
葉緑体によって光合成を行い、その葉緑体は植物内における細胞内共生によって誕
生したと言われています。植物が、核・葉緑体・ミトコンドリアの遺伝情報（ゲノム）に
よってどのような分業体制で生命を維持しているのか、研究室ではその可能性に注
目しています。また、中村先生は研究成果を社会とつなげるため、2015年にベン
チャー企業を設立。留学生の平さん（博士1年）は技術を応用し世界中の人々の生活
に役立てることができるのが大きな魅力と言います。大学の研究では、教科書には
載っていないような、誰も知らなかったことを発見できます。自分の周りに転がって
いるたくさんの可能性に気付ける“引き出し”を持てるよう、さまざまなことに目を向
け、新しいことに取組みましょう！

学部

研究と社会の架け橋に

農学部  ってこんなトコロ！

　山西陽子教授の研究室では、佐久間臣耶准教授と鳥取直友助教と共に、マイクロ・
ナノ領域での高速・高精度な操作・解析技術を駆使し、細胞が有する未知なる機能の
解明やその応用を目指した研究を行っています。研究室の特徴として、工学的なアプ
ローチを基盤として、工学・理学・医学・バイオなどの複数の学問分野にまたがる学際
の異分野融合研究を推進していることが挙げられます。例えば、遺伝子・創薬・ロボッ
ト・バイオ燃料・地層の年代測定などの幅広い分野での貢献を目指し、針の無い注射器を用いた細胞・生体へ
の試薬導入や情報埋め込み、微粒子の超高速選別、マイクロプラズマバブル応用などの研究を行っています。
山西研究室では、専門が違うからと言って研究の視野を狭めない姿勢を大事にし、分からないことを恥ずかし
いと思わないこと、とことん質問をすること、などをモットーに研究を推進しています。「予想
外の挙動や仮説と異なる結果を目の当たりにした時が一番ワクワクする！」と山西教授は語
ります。常にポジティブな3人の教員のもと学生は日々研究を楽しんでいます！

学部

工学的な視野から異分野統合研究を推進

工学部  ってこんなトコロ！

　西田基宏教授率いる生理学分野で目指しているのは、健康に長生きができる薬
の開発です。手法としては、「エコファーマ創薬」を推進しています。既に承認されてい
る安全な薬の中から新しい作用を見つけ、有効な治療薬のない、難しい病気の治療
に適応させる手法です。実験では、既に存在する薬の中のどれが対象としているも
のに効くのかを、地道にふるいにかけていきます。最近では、新型コロナウイルス感
染症の重症化を防ぐのに効果的な既承認薬を発見しています。
　九州大学では、他学部の研究者と垣根のない交流・連携ができます。研究機器や
設備環境も充実しており、学部や修士の内から最先端の研究に関わることが可能で
す。西田先生は、「入学はゴールではなくスタート。大きな目標を持って九州大学にき
てほしい。」と語ります。新薬の開発は、経済面や労働面にも大きな影響を与えます。
薬学に限らず多くの友達を作って、広い視野で学びましょう。

「健康長寿」に貢献する薬の開発

学部

薬学部  ってこんなトコロ！

生理学分野
西田 基宏 教授

流体医工学研究室
山西 陽子 教授

ゲノム化学工学研究室
中村 崇裕 教授

　今年4月、工学部では、九州大学の工学教育カリキュラムの標準を学部から大学院修士課
程まで連続した6年一貫型とし、さらに、専門分野が明確な学科・専攻体制にするために学
科の再編がなされました。現在、12の学科があり、学生たちは所属する学科を2年次の前期
を終えるときに選択します。4年次での卒業研究では、学生自らが課題を発見し解決す
る方法を探るという方法が実践されています。

　2003年に九州大学と九州芸術工科大学が統合して誕生しました。デザイン分野では国内トップクラスに位置づ
けられ、留学生も多く在籍しています。いわゆる美大とは違い、総合大学の強みを生かしながら、人間性の視点を
大切に社会で技術を活かすためのデザイン実践・研究を行っています。1年次に伊都キャンパスで基幹教育
を学び、2年次から大橋キャンパスに拠点を移し、その趣ある場所でユニークかつ専門的な学びを深めます。

　現代の医療社会ニーズに合った人材を養成するため、研究に携わる創薬科学科(4年制)と、薬剤
師を目指す臨床薬学科(6年制)があります。両学科とも2年次のうちに専攻の科目講義を受ける中で
自身の関心を定め、3年次に研究室に配属されます。創薬科学科では2年次に海外で実習する国際
コースの選択ができ、臨床薬学科では5年に実務実習を行います。卒業後の進路は、薬剤師、製
薬会社、化粧品メーカーや食品メーカー、研究者（大学や国立研究所）の道など、さまざまです。

　一般的な大学の農学部と異なり、入学時に学科が分かれていません。1年次は幅広い分野を学
び、2年次後期から希望するコース・分野に配属されて専門的な講義が展開されていきます。これ
により、農学部全般を見渡して、たくさんの判断材料のもとで自分の適性をじっくりと考えること
ができます。また、今年4月に附属農場が伊都キャンパスに移転し、北海道大学に次ぐ規模の
オンキャンパス新農場が誕生！ この広大な農場で、学生たちの農業実習が行われています。

学位記授与式（卒業式
）
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―
刷
新
さ
れ
た
目
的
や
経
緯
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

　
九
州
大
学
は
、
毎
年
8
千
以
上
の
授
業
科

目
を
開
講
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
入
学
し

て
間
も
な
い
学
生
は
学
問
分
野
の
体
系
を
ま

だ
理
解
で
き
て
い
な
い
た
め
、
一
つ
ひ
と
つ

の
授
業
科
目
が
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
全
体
の
中

で
ど
ん
な
役
割
を
担
う
の
か
イ
メ
ー
ジ
で
き

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
九
大
の
教
育
を
、
在
学
生

や
入
学
を
希
望
す
る
学
生
、
さ
ら
に
は
企
業

や
一
般
社
会
に
よ
り
わ
か
り
や
す
く
説
明
す

る
た
め
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ッ
プ
を
刷
新

し
ま
し
た
。
背
景
に
は
、「
学
修
者
本
位
の

教
育
」
を
目
指
す
大
学
教
育
の
世
界
的
潮
流

が
あ
り
ま
す
。
大
学
が
学
問
を
一
方
的
に
教

え
る
の
で
は
な
く
、
学
生
目
線
で
教
育
の
在

り
方
を
見
直
し
、
大
学
で
の
学
び
が
社
会
に

と
っ
て
ど
の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
の
か
、
説

明
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
う

し
た
要
請
に
対
す
る
九
州
大
学
の
答
え
の
一

つ
が
、
こ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ッ
プ
で
し

た
。

―
特
長
や
従
来
型
と
の
違
い
は
ど
の
よ
う
な

点
で
す
か
。

　
大
切
に
し
た
の
は
、
学
修
目
標
と
授
業
科

目
の
関
係
性
を
整
理
す
る
こ
と
。
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
全
体
を
通
し
て
学
生
に
身
に
つ
け
て
ほ

し
い
知
識
や
能
力
を
「
学
修
目
標
」
と
し
、

主
に
ど
の
授
業
科
目
を
と
お
し
て
そ
れ
を
実

現
す
る
の
か
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ッ
プ
上

で
紐
付
け
ま
し
た
。
ま
た
、
一
つ
の
学
修
目

標
は
、
複
数
の
授
業
科
目
に
よ
っ
て
達
成
さ

れ
る
た
め
、
授
業
科
目
間
の
関
係
性
も
整
理

し
ま
し
た
。
図
１
は
、
九
州
大
学
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
・
マ
ッ
プ
の
概
念
モ
デ
ル
、
図
2
は
そ

の
具
体
例
で
す
。
学
部
教
育
の
低
年
次
で
は
、

学
び
の
姿
勢
や
知
識
の
修
得
を
目
指
す
授
業

科
目
、
高
年
次
や
大
学
院
で
は
、
応
用
的
・

創
造
的
・
実
践
的
な
学
び
を
目
指
す
授
業
科

目
が
重
点
的
に
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
従
来

型
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ッ
プ
と
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
・
ツ
リ
ー
（
※
2
）
の
情
報
を
集
約
し
た

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
で
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
全
体

の
構
造
を
、
よ
り
総
合
的
に
俯
瞰
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

―
シ
ラ
バ
ス
（
※
3
）
と
も
連
携
す
る
シ
ス
テ

ム
を
開
発
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
ね
。

　
優
れ
た
も
の
を
作
成
し
て
も
、
日
々
の
教

育
で
活
用
さ
れ
な
け
れ
ば
定
着
し
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ッ
プ
を
シ
ラ

バ
ス
や
成
績
評
価
の
閲
覧
画
面
と
連
携
さ
せ

る
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
て
い
ま
す
。カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
・
マ
ッ
プ
上
の
授
業
科
目
を
ク
リ
ッ
ク

す
る
と
、
シ
ラ
バ
ス
を
閲
覧
で
き
る
よ
う
に

し
ま
す
。
さ
ら
に
、
成
績
評
価
の
シ
ー
ト
も

設
定
し
、
履
修
済
み
の
授
業
科
目
の
成
績
評

価
を
色
分
け
し
て
表
示
し
、
学
生
が
身
に
つ

け
た
知
識
や
能
力
お
よ
び
残
さ
れ
た
課
題
を
、

ひ
と
目
で
確
認
で
き
る
よ
う
に
し
ま
す
。

―
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ッ
プ
を
活
用
す
る
意

義
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
学
生
は
、
自
ら
の
学
び
を
俯
瞰
し
、
今
の

授
業
で
何
が
身
に
つ
く
か
を
理
解
し
た
上

で
、
計
画
的
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
例

え
ば
就
職
活
動
の
際
、
九
大
で
何
を
学
ん
で

き
た
か
う
ま
く
ア
ピ
ー
ル
で
き
て
い
る
で

し
ょ
う
か
。
あ
ま
り
に
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ

た
め
一
言
で
語
れ
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
こ
れ
か
ら
は
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ッ

プ
を
繰
り
返
し
見
て
、
学
修
目
標
を
意
識
し

な
が
ら
学
ぶ
こ
と
で
、
九
大
で
ど
ん
な
知
識

や
能
力
を
身
に
つ
け
て
き
た
か
、
自
分
の
言

葉
で
語
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
働
き
方
が
多
様
化
し
て
い
ま

す
。
ど
の
企
業
に
就
職
す
る
か
で
は
な
く
、

ど
ん
な
職
業
に
就
く
の
か
が
重
要
に
な
り
、

自
分
が
身
に
つ
け
た
知
識
や
能
力
を
自
分
の

言
葉
で
語
る
力
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
と
思

い
ま
す
。
ま
た
、
大
学
は
学
修
成
果
を
可
視

化
す
る
た
め
に
、
学
修
目
標
の
達
成
度
を
確

認
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

際
、
授
業
科
目
と
学
修
目
標
の
紐
付
け
が

し
っ
か
り
で
き
て
い
れ
ば
、
単
位
認
定
が
学

修
目
標
達
成
度
を
保
証
す
る
指
標
と
し
て
の

説
得
力
を
持
つ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
達
成
度

を
測
る
た
め
に
外
部
テ
ス
ト
を
取
り
入
れ
る

大
学
も
あ
り
ま
す
が
、
外
部
テ
ス
ト
に
よ
る

評
価
は
、
大
学
の
授
業
科
目
の
内
容
と
は
直

接
リ
ン
ク
し
て
い
な
い
た
め
、
教
育
改
善
に

役
立
つ
情
報
が
得
ら
れ
に
く
い
と
い
う
課
題

が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
解
決
す
る
上
で
も
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ッ
プ
を
活
用
す
る
意
義

が
あ
る
の
で
す
。

―
今
後
の
展
望
は
。

　
刷
新
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
教
員
間
で
議

論
を
繰
り
返
す
必
要
が
あ
り
、
大
変
な
労
力

を
要
し
ま
し
た
。
け
れ
ど
、
そ
の
対
話
自
体

が
教
員
間
で
の
共
通
理
解
を
育
む
こ
と
に
な

り
、
教
育
の
質
を
高
め
る
う
え
で
重
要
な
意

味
を
も
っ
た
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
・
マ
ッ
プ
は
、
２
０
２
０
年

時
点
の
現
状
を
捉
え
た
も
の
で
あ
り
、
状
況

に
あ
わ
せ
て
不
断
に
改
善
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
教
員
の
皆
様
に
は
、ア
ッ
プ
デ
ー

ト
に
尽
力
し
、
使
い
続
け
て
い
た
だ
き
た
い

で
す
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
九
大
の
教
育
が

よ
り
わ
か
り
や
す
く
、
魅
力
的
な
も
の
へ
と

更
新
さ
れ
て
い
き
ま
す
。
今
年
度
は
、
国
際

コ
ー
ス
や
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
も
作
成
し
、

分
野
横
断
型
教
育
の
高
度
化
に
も
活
用
し
ま

す
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
教
育
の
議
論
を
深

め
る
上
で
も
、
重
要
な
資
料
と
し
て
役
立
て

て
い
き
た
い
で
す
。
九
大
の
教
育
の
魅
力
が
、

内
か
ら
も
外
か
ら
も
評
価
さ
れ
る
よ
う
私
た

ち
も
努
力
を
続
け
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

深堀 聰子（ふかほり さとこ）

教
育
を
学
生
目
線
で
描
く
︒

革
新
的
な
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
へ

自
ら
の
学
び
を
俯
瞰
す
る

使
い
続
け
る
こ
と
で
、九
大
の
教
育
が

よ
り
わ
か
り
や
す
く
魅
力
的
に

■図1／九州大学
　カリキュラム・
　マップの
　概念モデル

九州大学
副理事・教育改革推進本部 教授

「
九
大
で
の
学
び
を
自
分
の
言
葉
で
語
っ
て
ほ
し
い
」

そ
の
思
い
か
ら
九
州
大
学
は
、学
修
の
成
果
を
可
視
化
し
、わ
か
り
や
す
く

説
明
す
る
こ
と
を
目
的
に
、カ
リ
キ
ュ
ラ
ム・マ
ッ
プ（
※
1
）を
刷
新
し
ま
し
た
。

本
学
教
育
改
革
推
進
本
部
の
深
堀
聰
子
教
授
に
、

そ
の
特
長
や
意
義
な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。

※１：カリキュラム・マップ…学位プログラムの学修目標と授業科目の到達目標の関係性を
マトリックス表で整理したもの。従来型では授業科目間の関係性は見えない。

※２：カリキュラム・ツリー…授業科目間の関係性や配列を流れ図として整理したもの。学
修目標と授業科目の関係性は定義されていない。

※３：シラバス…一つひとつの授業科目の計画書で教員が作成。学生はシラバスを見て、
授業科目の内容や構成、取り組むべき課題や、成績評価の方法等について確認する。

カリキュラム・マップの例

各学部・学府のカリキュラム・マップはこちらから

１つの授業科目では、複数の学修目標が達成されることが多いた
め、カリキュラム・マップ上、同じ授業科目を複数回掲載することも
ある。そこで、授業科目と学修目標との結びつきの強さを色の濃
淡で表現。試行錯誤の上、工学部機械航空工学科機械工学コー
スのマップを全学モデルとして、各学部・学府のマップを作成して
いった。

※工学部は改組したため、2021年度とは異なります。

学修目標と授業科目を紐付けるとともに、授業科目間の関係性を学修目標と時間軸にそって整理

博士

学位プログラムの学修目標と、授業科目の到達目標を紐付ける。
学位プログラムの学修目標は、授業科目の到達目標が達成された結果として達成される。

教
育
目
標
の
分
類
学
に
基
づ
い
て

学
修
目
標
の
並
び
を
構
造
化

1年生

専門基礎科目

専門科目

基幹教育科目

専門科目

学修目標

D.知識・理解の実践的場面での活用

2年生 3年生 4年生 修士
参照基準に基づいて学修目標の妥当性を説明

イノベーション・倫理・臨床

C-2.新しい知見の創出
研究大学として特に重視

C-1.知識・理解の応用

学修目標と
授業科目の紐付け

授業科目間の
関係性の整理A. 主体的な学び・協働

アクティブ・ラーナーを育成

出典Anderson, L.W. & Krathwohl,
D.R. eds. 2001

B. 知識・理解の修得 授業科目
1

授業科目
2

 授業科目
3

学
修
目
標
達
成
度
調
査
①

学
修
目
標
達
成
度
調
査
②

学
修
目
標
達
成
度
調
査
③

学
修
目
標
達
成
度
調
査
④

学
修
目
標
達
成
度
調
査
⑤

2-2.九州大学シラバス

B-8. 物質の状態変化、
熱と仕事の関係～

熱移動の基本形態
である熱伝導～

学位プログラムの学修目標 授業科目の到達目標

1997年、京都大学大学院教育学研究科博士後期
課程退学。2000年、米国コロンビア大学大学院
修了(Ph.D.取得)。帰国後、東京大学社会科学研
究所助手、国立教育政策研究所高等教育研究部
長などを経て、2018年から本学教育改革推進本
部教授。2020年10月から現職。

学修目標を定義する際は、各
教育プログラムにおいて、該
当する学問分野ごとに整理さ
れた学修目標の参照基準（例
えば、日本学術会議の分野別
参照基準や英国Sub j e c t 
Benchmark　Statements）
を参考にした。

■図2／工学部機械航空工学科機械工学コース

この取材は、２０２１年５月18日、オンラインで行いました。

特集2

(～2020年度入学者)
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木
原
　
専
攻
は
中
国
文
学
で
、
古
代

の
漢
詩
か
ら
近
代
の
文
学
ま
で
幅
広

く
勉
強
し
ま
し
た
。
中
国
へ
の
短
期

留
学
も
経
験
し
、
勉
強
し
た
中
国
語

は
取
材
で
も
活
か
せ
て
い
ま
す
。

木
原
　
混
声
合
唱
団
に
所
属
し
て
い

ま
し
た
。
３
年
生
の
と
き
に
は
、
定

期
演
奏
会
の
宣
伝
の
た
め
に
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
ゲ
リ
ラ
演

奏
会
や
ラ
ジ
オ
出
演
な
ど
新
し
い
取

り
組
み
を
行
い
、
例
年
の
倍
以
上
の

観
客
を
集
め
ま
し
た
。
こ
の
経
験
か

ら
、
で
き
る
こ
と
は
何
で
も
や
っ
て

み
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
し
た
。
今
に

つ
な
が
る
良
い
経
験
が
で
き
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。

木
原
　
高
校
生
の
と
き
か
ら
映
像
関

係
の
仕
事
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
た

の
で
す
が
、
大
学
生
の
と
き
Ｎ
Ｈ
Ｋ

福
岡
放
送
局
で
ア
ル
バ
イ
ト
を
す
る

機
会
が
あ
り
、
そ
こ
で
記
者
の
仕
事

に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。

木
原
　
現
在
は
山
梨
県
と
甲
府
市
の

行
政
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
、
引
き
こ
も

り
や
困
窮
家
庭
の
子
ど
も
な
ど
社
会

的
弱
者
の
問
題
も
取
材
し
て
い
ま
す
。

自
分
が
取
材
し
た
番
組
が
放
送
さ
れ
、

視
聴
者
か
ら
ご
意
見
や
感
謝
の
言
葉

が
届
い
た
と
き
は
や
り
が
い
を
感
じ

ま
す
。
将
来
は
本
社
の
社
会
部
で
厚

生
労
働
省
や
文
部
科
学
省
を
担
当
し
、

真
に
迫
る
取
材
を
し
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

木
原
　
九
大
で
の
学
び
や
経
験
を
大

事
に
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
ま
た
、

私
た
ち
記
者
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見

を
考
慮
し
、
何
が
役
立
つ
情
報
か
考

え
て
報
道
し
て
い
ま
す
。
短
い
ニ
ュ
ー

ス
で
伝
わ
ら
な
い
こ
と
も
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
が
、
自
分
で
物
事
を
考

え
る
端
緒
と
し
て
メ
デ
ィ
ア
を
活
用

し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

メ
ディ
ア
を
と
お
し
て

社
会
に
貢
献
し
た
い
︒

日本放送協会
甲府放送局 放送部 記者

文学部 人文学科 2018年卒業

旭化成ファーマ（株）
医薬生産センター ＣＭＣ研究部 研究員

工学部 物質化学工学科 2013年早期卒業
システム生命科学府 一貫制博士課程 2018年修了

　「メディアの作り手の真の思いに触れてみたい」と思っていた私にとって、学部の先輩で
あり、現役の記者である木原さんにお話を聞けたのは貴重な経験でした。大学時代の積極

的な活躍ぶりや、「今も日々勉強です」とおっしゃる姿に、貪欲に学び続ける大切さ
を教えていただいたように思います。大学生にしかできないことをできているか？
自分に問いながら、これからも続く学びのために、知見を広げていきたいです。

　工学部は専門分野の選択肢が幅広く、私は応用化学分子から、大学院システム生命科学府へ
進みました。同じ研究室の卒業生であり、現在世界的に需要が拡大している医薬品産業において

活躍されている佐藤先輩へのインタビューは、非常に貴重な経験でした。アカデミアと企
業の研究の違いを実体験に基づいてお話しいただき、私自身の将来像を考えるきっ
かけにもなりました。佐藤先輩のように、夢を持って研究を進めていきたいです。

|
大
学
で
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を

　
勉
強
さ
れ
て
い
ま
し
た
か
。 

|
学
業
以
外
に
力
を
入
れ
て
い
た

　
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

|
記
者
を
目
指
さ
れ
た
き
っ
か
け
を

　
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

|
学
生
の
皆
さ
ん
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

　
お
願
い
し
ま
す
。

|
具
体
的
に
は
ど
の
よ
う
な
仕
事
を

　
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

佐
藤
　
リ
ポ
ソ
ー
ム
と
い
う
細
胞
膜

を
模
倣
し
た
カ
プ
セ
ル
の
周
り
に
血

液
内
に
含
ま
れ
る
タ
ン
パ
ク
質
を

コ
ー
ト
し
、
カ
プ
セ
ル
が
血
中
を
長

く
漂
う
よ
う
に
す
る
研
究
を
し
て
い

ま
し
た
。
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
の
評
価
の

た
め
に
、
い
ろ
い
ろ
な
装
置
を
試
す

必
要
が
あ
っ
て
大
変
で
し
た
。

佐
藤
　
旭
化
成
グ
ル
ー
プ
の
医
薬
事

業
会
社
で
原
薬
と
製
剤
の
品
質
管
理

を
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
創
薬

の
早
期
の
段
階
に
あ
る
物
質
の
特
性

を
調
べ
た
り
、
原
薬
や
製
剤
の
安
定

性
を
調
べ
る
分
析
法
を
確
立
し
た
り

し
て
い
ま
す
。

佐
藤
　
海
外
と
ス
ム
ー
ズ
な
や
り
と

り
が
で
き
る
グ
ロ
ー
バ
ル
な
分
析
担

当
者
に
な
る
の
が
目
標
で
す
。
ま
た
、

分
析
と
い
う
立
場
で
、
ま
だ
世
に
出

て
い
な
い
製
剤
技
術
を
送
り
出
せ
れ

ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
生
み
出
さ
れ

た
技
術
が
医
療
現
場
で
使
え
る
よ
う
、

承
認
ま
で
導
く
架
け
橋
と
な
る
よ
う

な
仕
事
を
し
た
い
で
す
ね
。

佐
藤
　
私
は
高
校
生
の
頃
か
ら
研
究

者
を
目
指
し
て
い
て
、
学
部
３
年
次

に
飛
び
級
で
き
た
と
き
に
博
士
課
程

へ
の
進
学
を
決
め
ま
し
た
。
企
業
の

研
究
職
に
就
い
て
も
自
分
が
好
き
な

研
究
が
で
き
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

大
学
で
あ
れ
ば
、
知
見
を
広
げ
る
よ

う
な
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
研
究
が
で
き

ま
す
。
す
で
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
研
究

が
あ
り
、
そ
の
研
究
環
境
が
自
分
の

描
い
て
い
た
も
の
に
近
け
れ
ば
、
博

士
課
程
に
進
ん
だ
ほ
う
が
い
い
と
思

い
ま
す
よ
。

佐
藤
　
大
学
に
は
幅
広
い
選
択
肢
が

あ
り
、
自
分
の
努
力
次
第
で
い
く
ら

で
も
可
能
性
を
広
げ
ら
れ
ま
す
。
入

学
し
た
後
が
大
事
。
目
的
を
忘
れ
ず

に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
だ
世
に
出
て
い
な
い

製
剤
技
術
を

送
り
出
し
た
い
︒

|
大
学
院
で
は
ど
の
よ
う
な
研
究
を

　
さ
れ
て
い
た
の
で
す
か
。

|
現
在
は
ど
の
よ
う
な
仕
事
を

　
さ
れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

|
今
後
の
目
標
や
ビ
ジ
ョ
ン
は
。

|
話
は
変
わ
り
ま
す
が
、

　
佐
藤
さ
ん
は
な
ぜ
博
士
課
程
ま
で

　
進
も
う
と
思
わ
れ
た
の
で
す
か
。

|
最
後
に
在
学
生
や
九
大
を
志
す

　
学
生
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

　
お
願
い
し
ま
す
。

■博士課程を卒業した時、すでに就職していた同じ学
科の同窓生と沖縄で再会。

■博士課程のとき、中国の学会でポスター賞を受賞。

木原 規衣
き　　　はら　　　 のり        え

佐藤 ひかり
さ        とう

現役九大生  >>>  卒業生インタビュー

1

2

■原稿執筆中。日中は取材に出ており、ほとんど会社に
いません。

■九大混声合唱団定期演奏会にて熱唱。

1

2

1

2

1

2

岡 祐里 文学部 人文学科3年聞き手
おか      ゆう     り

細川 尊夏 システム生命科学府 一貫制博士課程１年聞き手
ほそ   かわ      たか   なつ
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　今回、COVID-19の新たな治療候補
薬、既承認薬との組み合わせによる画期
的な作用点が発見されました。グリーン
ファルマ研究所では今後も薬学部と薬剤
部の「薬薬連携」で、さらに迅速な既承認
薬の拡大推進を目指していきます。

大戸研究院長からひとこと

　「クロミプラミン」の作用機序は、
SARS-CoV-2の細胞への侵入そのものを
阻害します。そのため、ウイルス株の種類
に関係なく、国際的に問題視される変異
株にも一定の効果が期待できるでしょう。

西田教授からひとこと

西田 基宏　TEL:092-642-6556問い合わせ先

記者会見の様子（渡辺学科長）オンライン会見の様子

記者会見の様子（西田教授）

グリーンファルマ研究所 研究の様子

CO
VID

-19

治
療
候
補
薬（
既
承
認
薬
）を
発
見

治
療
候
補
薬﹁
ク
ロ
ミ
プ
ラ
ミ
ン
﹂

SA
RS-CoV-2

の
増
殖
を
99
％
抑
制

CO
VID

-19

変
異
株
に
も
効
果
が
期
待

　融合基礎工学科は、従
来の高専から各学科へ数名

が編入学する仕組みと全く異な
り、3年次に、20名の高専生が九大進
級生57名に合流するクラスとなります。
　異なる環境で修学してきた両者が、
新設の融合基礎工学科をお互いが切
磋琢磨できる理想的な共学の場とし
て発展させてくれることを期待してい
ます。

園田工学部長から
ひとこと

九
州
大
学
と
九
州
・
沖
縄
9
高
専
の
連
携
教
育

多
様
な
価
値
観
を
も
つ

人
材
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョン

﹁
尖
っ
た
人
材
﹂の
育
成
を
目
指
す

熊
本
高
等
専
門
学
校

荒
木
校
長
よ
り

　
連
携
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
で

は
高
専
の
教
員
と
、
大
学
の

教
員
の
密
な
交
流
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
今
回
の
取
り
組
み

を
通
し
て
、
融
合
基
礎
工
学

科
に
限
ら
ず
、
九
州
大
学
と

の
連
携
・
協
同
が
広
が
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

久
留
米
工
業
高
等
専
門
学
校

本
庄
校
長
よ
り

　
実
践
的
で
高
度
な
技
術
者

の
養
成
を
目
指
し
た
教
育
内

容
だ
け
に
、
テ
ク
ニ
カ
ル
に

難
し
い
こ
と
は
あ
る
で
し
ょ

う
。
し
か
し
、
時
代
の
先
駆

け
と
し
て
今
回
の
連
携
教
育

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
良
い
も
の
に

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

記者会見レポート九大で月に1度開催している記者会見で
プレス発表した取組を紹介します

工学部等総務課庶務係
TEL：092-802-2708
E-mail：ineng@jimu.kyushu-u.ac.jp

問い合わせ先

ま
す
。

　
編
入
し
た
学
生
は
、
九
州

大
学
と
各
高
専
の
両
校
に
在

籍
し
て
い
る
状
態
で
す
。
卒

業
ま
で
の
2
年
間
で
修
了
に

必
要
な
単
位
を
取
得
で
き
れ

ば
、
九
州
大
学
か
ら
は
学
士

（
工
学
）
の
学
位
、
各
高
専
か

ら
は
専
攻
科
の
修
了
証
書
が

授
与
さ
れ
ま
す
。

　
大
学
と
高
専
と
の
連
携
教

育
自
体
は
、
東
工
大
と
東
京

高
専
な
ど
全
国
的
に
も
実
施

や
検
討
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

よ
う
に
1
つ
の
大
学
と
複
数

の
高
専
が
合
同
で
連
携
す
る

と
い
う
の
は
全
国
的
に
例
の

な
い
試
み
で
す
。

を
投
与
し
た
と
こ
ろ
、感
染
前

後
に
か
か
わ
ら
ず
99
％
程
度

の
増
殖
抑
制
効
果
が
認
め
ら

れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、CO

V
ID
-19

重
症
患

者
に
は
、心
筋
細
胞
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
産
生
量
が
低
下
し
、心
不

全
を
発
症
す
る
例
が
数
々
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
こ
で
、

感
染
さ
せ
た
心
筋
細
胞
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
産
生
量
を
測
定
し

た
と
こ
ろ
、同
薬
の
投
与
に
よ

り
産
生
量
の
低
下
が
抑
制
さ

れ
ま
し
た
。つ
ま
り
、「
ク
ロ
ミ

プ
ラ
ミ
ン
」はSA

RS-CoV-2

の
増
殖
抑
制
だ
け
で
な
く
、感

染
後
の
心
機
能
低
下
も
抑
え

る
こ
と
が
実
証
さ
れ
た
わ
け

で
す
。

　
さ
ら
に
、CO

V
ID
-19

の
既

承
認
薬
「
レ
ム
デ
シ
ビ
ル
」単

体
で
投
与
し
た
場
合
で
は
若

干
の
抑
制
効
果
し
か
得
ら
れ

な
か
っ
た
の
に
対
し
て
、「
ク

ロ
ミ
プ
ラ
ミ
ン
」を
併
用
し
た

場
合
で
は
ほ
ぼ
1
0
0
％
の

効
果
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。こ

れ
ら
の
こ
と
か
ら
「
ク
ロ
ミ

プ
ラ
ミ
ン
」は
現
在
の
既
承
認

薬
と
は
異
な
る
プ
ロ
セ
ス
で

SA
RS-CoV-2

の
感
染
、そ
し

てCO
V
ID
-19

の
重
症
化
リ
ス

ク
を
抑
制
で
き
る
可
能
性
が

期
待
で
き
ま
す
。

工
学
部
長

園
田 

佳
巨  
そ
の
だ 

よ
し
み

久
留
米
工
業
高
等
専
門
学
校
　
校
長

本
庄 

春
雄  

ほ
ん
じ
ょ
う 

は
る
お

工
学
部
　
融
合
基
礎
工
学
科
　
学
科
長

渡
辺 

幸
信  

わ
た
な
べ 
ゆ
き
の
ぶ

熊
本
高
等
専
門
学
校
　
校
長

荒
木 

啓
二
郎  

あ
ら
き 

け
い
じ
ろ
う

　
令
和
5
年
度
か
ら
、
九
州

大
学 

工
学
部 

融
合
基
礎
工
学

科
と
九
州
・
沖
縄
地
区
の
全

9
高
等
専
門
学
校
で
「
高
専

連
携
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が

開
始
さ
れ
ま
す
。
本
プ
ロ
グ

ラ
ム
は
大
学
と
高
専
の
多
様

な
価
値
観
を
も
つ
人
材
が
コ

ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と

で
、
互
い
の
学
生
が
切
磋
琢

磨
し
、
共
感
を
呼
び
起
こ
し
、

学
び
合
え
る
環
境
を
作
る
こ

と
が
目
的
で
す
。

　
本
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
各

高
専
の
専
攻
科
に
進
学
す
る

学
生
の
中
か
ら
、
さ
ら
に
選

抜
試
験
に
合
格
し
た
20
名
が

融
合
基
礎
工
学
科
の
3
年
次

に
編
入
し
ま
す
。
そ
の
後
、

1
年
目
は
各
高
専
の
キ
ャ
ン

パ
ス
で
必
須
・
選
択
科
目
や

研
究
基
礎
な
ど
の
講
義
を
受

け
、
同
時
に
九
州
大
学
が
配

信
す
る
講
義
を
週
数
回
ほ
ど

受
講
。
2
年
目
か
ら
は
九
州

大
学
の
筑
紫
キ
ャ
ン
パ
ス
に

拠
点
を
移
し
、
所
属
研
究
室

で
本
格
的
な
研
究
が
始
ま
り

薬
学
研
究
院
長

大
戸 

茂
弘  

お
お
ど 

し
げ
ひ
ろ

薬
学
研
究
院
　
教
授

附
属
産
学
官
連
携
創
薬
育
薬
セ
ン
タ
ー
長
　

西
田 

基
宏  

に
し
だ 

も
と
ひ
ろ

　
今
回
、CO
V
ID
-19

の
治
療

候
補
薬
と
し
て
新
た
に
発
見

さ
れ
た
の
は
、抗
う
つ
剤
と
し

て
販
売
さ
れ
て
き
た「
ク
ロ
ミ

プ
ラ
ミ
ン
」。SA

R
S
-C
oV
-2

（C
O
V
ID
-19

の
原
因
ウ
イ
ル

ス
）を
曝
露
し
た
ヒ
トiP

S

細

胞
由
来
の
心
筋
細
胞
に
同
薬
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九大で月に1度開催している記者会見で
プレス発表した取組を紹介します 記者会見レポート

記者会見の様子
（上から片山教授、中島センター長、永田取締役）

トライアル端末でのデータ解析の様子

工
学
研
究
院
　
教
授

片
山 

佳
樹
　
か
た
や
ま 

よ
し
き

大
学
病
院

メ
ディ
カ
ル
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長

中
島 

直
樹
　
な
か
じ
ま 

な
お
き

株
式
会
社Retail AI

代
表
取
締
役
社
長

ト
ラ
イ
ア
ル
ホ
ー
ル
ディ
ン
グ
ス
　
取
締
役

永
田 

洋
幸
　
な
が
た 

ひ
ろ
ゆ
き

世
界
初
D
X
型
研
究
法
に
よ
る
新
し
い
産
業
連
携
を
開
始
！

日
本
企
業
の
競
争
力
を
高
め
る

産
学
官
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
内
で
リ
ソ
ー
ス
を

オ
ー
プ
ン
に
︑新
た
な
価
値
の
創
造
へ

　
さ
ら
に
、
同
研
究
手
法
と

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
が
合
わ
さ

る
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
企
業

単
体
で
は
実
施
し
づ
ら
い
と

さ
れ
た
課
題
も
最
低
限
の
投

資
で
、
低
リ
ス
ク
で
挑
戦
す

る
こ
と
が
可
能
で
す
。
な
お
、

本
取
り
組
み
で
は
主
に
「
ヘ

ル
ス
テ
ッ
ク
（
健
康
関
連
事

業
）」
に
関
す
る
研
究
を
進
め

て
い
ま
す
が
、
今
後
は
同
様

の
手
法
で
広
域
な
分
野
へ
の

拡
大
を
想
定
。
日
本
企
業
が

世
界
で
戦
う
た
め
の
競
争
力

向
上
を
手
助
け
し
ま
す
。

中
島
セ
ン
タ
ー
長
よ
り

　
例
え
ば
、
九
州
大
学
病
院
の

医
療
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
と
ト
ラ
イ

ア
ル
の
顧
客
購
買
ビ
ッ
グ
デ
ー

タ
か
ら
、
地
域
住
民
の
病
気
の

傾
向
を
解
析
で
き
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
を

合
わ
せ
る
こ
と
で
、
新
た
な
結

果
を
提
案
で
き
る
の
で
は
と
期

待
し
て
い
ま
す
。

永
田
取
締
役
よ
り

　
ト
ラ
イ
ア
ル
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン

グ
ス
と
九
州
大
学
は
約
4
年
前

か
ら
購
買
デ
ー
タ
の
分
析
を
し

て
き
ま
し
た
。
私
た
ち
の
デ
ー

タ
は
お
客
様
か
ら
取
得
し
た
リ

ア
ル
な
も
の
に
な
り
ま
す
。
そ

れ
を
今
後
ど
の
よ
う
に
社
会
で

生
か
せ
る
の
か
を
考
え
て
い
き

た
い
で
す
。

九
大
生
の
起
業
等
支
援
組
織「
九
創
会
」を
発
足
！

　九州大学は研究関連
に力を入れてきました。だか
らこそ、研究の成果を未来の
イノベーションに結びつけら
れる活動こそが重要と考えま
す。今後は、ディープテック・ス
タートアップをより輩出できる
土壌を作りたいです。

九州大学 ロバート・ファン／
アントレプレナーシップ・センター

問い合わせ先

髙田
センター長から

ひとこと

株
式
会
社
ヘ
リ
オ
ス 

取
締
役 
兼 
代
表
執
行
役
社
長
C
E
O

（「
九
創
会
」会
長
）

髙
田 

仁
　
た
か
た 
め
ぐ
み

鍵
本 

忠
尚
　
か
ぎ
も
と 

た
だ
ひ
さ

九
大
卒
起
業
家
メ
ンバ
ー
が

在
学
生
の
起
業
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
！

次
代
を
担
う
若
手
創
業
者
の
育
成
を
目
指
す

　コンソーシアムでは
企業や研究者などいろいろな
分野の人々が、データを仲立
ちとして繋がれます。また、一
般ではまず見られない他業種
のデータにアクセスできるの
も魅力。ぜひ、多くの企業に参
画していただきたいです。

片山 佳樹
TEL：092-802-2850
E-mail：ykatatcm@mail.cstm.
             kyushu-u.ac.jp

問い合わせ先

片山教授から
ひとこと

　
九
州
大
学
で
は
10
年
前
に

「
Q
R
E
C（
九
州
大
学 

ロ
バ
ー

ト
・
フ
ァ
ン
／
ア
ン
ト
レ
プ
レ

ナ
ー
シ
ッ
プ
・
セ
ン
タ
ー
）」

を
設
立
し
、
起
業
家
育
成
の
た

め
の
基
礎
知
識
の
充
実
、
新
た

な
価
値
創
造
に
取
り
組
む
意
識

改
革
な
ど
多
彩
な
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
提
供
し
て
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
学
生
の
起
業
意
識

は
高
ま
り
、
著
名
な
コ
ン
ペ
で

受
賞
、
在
学
・
卒
業
生
ら
に
よ

る
起
業
例
が
増
え
て
い
ま
す
。

　
一
方
で
、
九
大
卒
の
先
輩
起

業
家
と
現
役
学
生
と
の
接
点
不

足
や
、
研
究
結
果
を
社
会
に
還

元
す
る
「
デ
ィ
ー
プ
テ
ッ
ク
・

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
」
の
輩
出
な

ど
十
分
に
実
現
で
き
て
い
な
い

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
今
回
、
先
輩
起
業
家

に
よ
る
学
生
の
起
業
等
支
援
組

織
「
九
創
会
」
を
発
足
。
事
業

を
創
造
し
、
実
際
に
経
営
し
て

九
州
大
学 
ロ
バ
ー
ト・フ
ァ
ン
／

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ・セ
ン
タ
ー 

セ
ン
タ
ー
長

き
た
先
輩
起
業
家
が
後
輩
学
生

の
手
を
取
り
、
具
体
的
に
ど
う

す
れ
ば
い
い
の
か
現
実
に
即
し

て
助
言
し
ま
す
。
ま
た
、「
九

創
会
刮
目
基
金
」
を
設
立
し
、

学
生
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を
資

金
面
で
も
サ
ポ
ー
ト
。
ベ
ン

チ
ャ
ー
キ
ャ
ピ
タ
ル
な
ど
と
の

協
業
を
深
め
な
が
ら
、
九
州
大

学
発
の
起
業
を
成
功
に
導
き
ま

す
。

株
式
会
社
ヘ
リ
オ
ス

鍵
本
代
表
執
行
役
社
長

C
E
O
よ
り

　
日
本
で
は
い
ま
だ
産
業
の
育

成
、
入
れ
替
わ
り
が
あ
ま
り
な

く
、
結
果
的
に
G
D
P
が
下
が

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
九
州
大
学

と
先
輩
起
業
家
が
協
力
し
て

「
九
創
会
」
を
発
足
し
、
実
質

的
な
教
育
を
す
る
こ
と
で
、
成

功
す
る
起
業
家
を
創
出
で
き
る

と
思
い
ま
す
。

記者会見の様子（左／鍵本代表執行役社長CEO、右／髙田センター長）
　
今
回
、
新
た
に
開
発
さ
れ
た

の
は
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
型
（
D
X
型
）
の

研
究
手
法
。
従
来
の
研
究
開

発
で
は
何
年
も
の
検
証
を
経

て
、
研
究
成
果
が
出
て
か
ら
企

業
と
マ
ッ
チ
ン
グ
に
進
み
ま
す
。

一
方
で
、
D
X
型
研
究
法
で
は

ま
ず
大
学
と
企
業
で
お
お
よ
そ

の
課
題
を
設
定
し
、
次
に
さ
ま

ざ
ま
な
デ
ー
タ
を
用
い
た
解
析

を
実
施
、
そ
こ
か
ら
ア
イ
デ
ア

を
創
出
し
ま
す
。
す
で
に
企
業

と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
が
済
ん
で
お

り
、
研
究
成
果
を
効
率
的
に

価
値
化
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
九
州
先
端
技
術
研
究

所
に
「
ふ
く
お
か
産
学
共
創
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
を
設
立
。
現

在
、
組
織
内
の
「
未
来
創
造
化

学
研
究
・
教
育
部
会
」
に
は
、

ト
ラ
イ
ア
ル
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ

ス
を
は
じ
め
一
般
会
員
に
9
社

と
、
九
州
大
学
や
福
岡
市
な
ど

が
特
別
会
員
と
し
て
参
画
。
企

業
や
研
究
者
の
ア
イ
デ
ィ
ア
、

研
究
成
果
、
リ
ソ
ー
ス
な
ど
す

べ
て
を
オ
ー
プ
ン
に
す
る
こ
と

で
、
新
た
な
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
創
出
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

TEL：092-802-6060
FAX：092-802-6065

© HEALIOS K.K. All rights reserved.
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田
中
　
困
っ
て
い
る
人
の
存
在
を
考
え
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
点
は
大
き
い
で
す
。
今
ま
で
は
た
だ

不
便
に
感
じ
て
い
た
こ
と
で
も
、
誰
か
の
た
め
か

も
し
れ
な
い
と
気
づ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

川
波
　
昨
年
で
言
え
ば
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
対
面

作
業
が
出
来
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
色
覚
多
様
性

に
配
慮
し
た
カ
ラ
ー
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
で

あ
れ
ば
、
本
来
は
現
地
で
見
本
を
見
た
り
す
る
の

で
す
が
、
そ
の
代
替
案
と
し
て
ア
プ
リ
を
使
う
な

ど
、
工
夫
し
て
頑
張
り
ま
し
た
。

小
山
　
私
は
法
学
部
生
な
の
で
、
法
制
度
の
不
足

や
要
求
さ
れ
る
支
援
と
法
律
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
苦
し

さ
を
感
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
…
。

川
波
　
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
や
ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
（
絵
文

字
）
の
理
解
度
向
上
に
力
を
入
れ
た
い
で
す
ね
。

カ
ラ
ー
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、

P
S
の
広
報
物
に
限
ら
ず
学
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
所

で
知
識
を
活
用
し
た
い
で
す
。

田
中
　
今
後
社
会
に
出
た
時
、
支
援
に
関
す
る
知

識
が
少
な
い
中
で
働
く
こ
と
も
あ
る
と
思
う
の

で
、
そ
こ
で
も
障
害
や
支
援
活
動
に
関
す
る
理
解

を
広
め
て
い
き
た
い
で
す
。

小
山
　
先
ほ
ど
の
手
話
通
訳
士
の
話
の
よ
う
に
、

支
援
を
知
ら
な
か
っ
た
ら
、
た
だ
批
判
し
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
い
う
時
に
一

瞬
立
ち
止
ま
っ
て
考
え
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

田
中
　
色
々
な
支
援
活
動
を
し
て
い
る
の
で
、

困
っ
て
い
る
時
、
困
っ
て
い
る
人
に
ど
う
支
援
し

た
ら
よ
い
か
わ
か
ら
な
い
時
に
、
気
軽
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

小
山
　
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
文
字
起
こ
し
す
る
「
パ

ソ
コ
ン
ノ
ー
ト
テ
イ
ク
」、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
マ
ッ

プ
の
作
成
、
手
話
の
練
習
な
ど
全
体
で
20
種
類
ほ

ど
の
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
各
班
内
で
は
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
や
研
修
が
あ
り
、
自
分
が
や
り
た
い
も

の
に
参
加
し
て
い
ま
す
。
自
発
的
に
勉
強
会
や
外

部
の
研
修
に
参
加
し
て
い
る
学
生
も
い
ま
す
ね
。

　
ま
た
、
学
生
発
案
の
活
動
も
多
く
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
昭
和
バ
ス
に
は
車
い
す
対
応
の
バ
ス
と

そ
う
で
な
い
バ
ス
が
あ
る
の
で
す
が
、
車
い
す
対

応
の
バ
ス
に
関
す
る
情
報
掲
載
に
向
け
た
活
動
班

も
で
き
ま
し
た
。

川
波
　
大
学
の
授
業
で
P
S
の
学
生
が
作
成
し
た

バ
リ
ア
フ
リ
ー
マ
ッ
プ
を
見
て
、
私
も
デ
ザ
イ
ン

で
人
の
役
に
立
ち
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

小
山
　
P
S
に
よ
る
入
学
式
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
字

幕
を
見
た
こ
と
で
す
。
も
と
も
と
タ
イ
ピ
ン
グ
が

得
意
だ
っ
た
の
で
、
そ
れ
が
生
か
せ
る
と
思
い
ま

し
た
。

田
中
　
手
話
通
訳
士
は
口
元
を
動
か
す
こ
と
で
内

容
を
伝
え
や
す
く
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
の
昨

年
、
彼
ら
が
マ
ス
ク
を
し
て
い
な
い
こ
と
が

ニ
ュ
ー
ス
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
の
を
見
て
、

知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
誰
か
に
不
便
な
思
い
を

さ
せ
な
い
よ
う
に
し
た
い
と
思
っ
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
す
。

川
波
　
発
達
障
害
の
あ
る
中
高
生
の
た
め
の
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
、
得
た
知
識
を
実
践
的
に

活
用
で
き
て
と
て
も
楽
し
か
っ
た
こ
と
を
覚
え
て

い
ま
す
。

活
動
内
容
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

大
変
だ
っ
た
こ
と
や
悩
み
を

教
え
て
く
だ
さ
い

今
後
、ど
の
よ
う
な
活
動
に

取
り
組
み
た
い
で
す
か
？

活
動
に
参
加
し
た
き
っ
か
け
は

な
ん
で
す
か
？

Focus

取材協力

Data

学生スタッフが取材・執筆を担当する企画「躍動」。タイトルは取材
に協力した各団体の代表者が書いています。個性あふれる手書き
文字に、団体活動への熱意を感じます。

この記事は広報室
学生スタッフが
制作しました。

Facebookページ
https://www.
facebook.com/

KyushuUniv.Student/

こ
の
活
動
を
し
て
い
て
良
か
っ
た
こ
と
や

印
象
に
残
っ
て
い
る
活
動
は
あ
り
ま
す
か
？

◎
◎

◎

◎

◎

令和３年度入学式でのパソコンノートテイクの様子（椎木講堂舞台裏）

Facebook：
https://www.
facebook.com/
qu.barrierfree/

メンバー数
活 動 場 所

メンバーの
学部や学年
活 動 頻 度

お問い合わせ先

すべての仲間に優しいキャンパスへ
‒私たちにできること‒

法学部4年
　　小山 純奈（こやま じゅんな）さん

芸術工学部4年
　　川波 花音(かわなみ かのん)さん

生物資源環境科学府修士2年
　　田中 星夏(たなか せいな)さん

岡 祐里
（文学部３年）

陣内 未来
（教育学部4年）

中谷 優介
（理学部3年）

林 萌英
（理学府修士2年）

ピア・サポーター

最
後
に
、読
者
に
伝
え
た
い
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
？

学生の仲間（＝peer）が過ごしやすい大学づくり
のため、障害者支援の活動を行う「ピア・サポー
ター（ＰＳ）」。どんな支援が必要なのか。気づけて
いないバリアはないか。周りに目を向けて日々奮
闘するみなさんに、その活動について伺いました。

Twitter： https://twitter.com/
q_peersupporter

総会の様子

30名（2021年6月時点）
主に伊都キャンパス
※現在はオンライン活動も多い
理系文系問わず、多くの学部・学
府の学生が所属
定例会は週に１度、それ以外は不
定期
キャンパスライフ・
健康支援センター
インクルージョン支援推進室
inclusion@chc.kyushu-u.ac.jp

：
：

：

：

：
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就寝

母国の大学では電気機械工学を学んでいまし
たが、より学際的な研究をしたいと考えていまし
た。縁があってウォータールー大学のアリ・エルカ
メル教授にお会いする機会があり、そこで九州
大学への留学を勧められたのです。教授は九大
で講演された経験もあり、話をお聞きする中で、
九大なら私が希望する学際的な研究ができると
思い留学を決意しました。

私が所属する研究室は、環境修復技術、環境
保護、再生可能エネルギーの生成など、環境問
題をテーマにしています。その中で私は、微生物
燃料電池（MFC）技術を研究しており、排水に
含まれる汚泥や廃棄物を活用したバイオエネル
ギーの生成などに取り組んでいます。電気、機械
工学、環境工学など幅広い知識が必要なまさに
学際的な研究です。

研究室のメンバーはほとんど留学生です。出身はさ
まざまですが、同じ目的に向かってお互いに助け合
いながら研究を続けています。プライベートでも仲
が良く小さな家族ができたようで幸せです。昨年、２
つの学会で賞を受賞することができました。プレゼ
ンの準備の際は、エルジャマル・オサマ准教授に親
身になってご指導いただき本当に感謝しています。

九大を選んだ理由は？

九大で研究していることは？

九大で学ぶ魅力は？

研究室の様子は？

留学情報はこちら！→ h t t p : / / w w w. i s c . k y u s h u - u . a c . j p / i n t l w e b / s t u d y

今回はチュニジア出身のカウラ・ベンサイダさんに、
九大の魅力や日々の過ごし方についてインタビューしました。

Q Q

Q
今は難しいですがよく旅行に行きます。九州はほ
とんどの場所に行きました。研究室は筑紫キャン
パスにあり普段の移動手段はほぼ自転車です。
友人と糸島まで行ったこともあるんですよ。お気
に入りの場所は大濠公園。天神、博多駅周辺へ
ショッピングにも出かけます。日本の生活、特に美
しい自然の写真を撮って、インスタグラムで発信
することも楽しんでいます。

休日の過ごし方は？Q

Q
博士課程修了後も九大で研究を続けたいと思っ
ています。日本は住みやすいので、将来的には日
本でキャリアを積み、生活の基盤を築きたいで
す。研究職に就きたい人にとって、九州大学はベ
ストな場所だと思います。留学生も多いし、多様
な価値観の中で成長できますので、留学を考え
ている人は、ぜひチャレンジしてほしいですね。

将来の夢や目標は？Q

留学生体
験記 世界のキャンパス

オンライン編
九
大
か
ら
世
界
へ

  

世
界
か
ら
九
大
へ

自由に海外渡航ができない今、「オンライン留学」が広がっています。
実際に参加した九大生に留学体験を語ってもらいました。

サンノゼ州立大学は、アメリカ合衆国カリフォ
ルニア州サンノゼ市に本部を置くアメリカ合衆
国の公立大学で、1857年に設置されました。
23のキャンパスを持ち、3万人近い学生が在
籍。シリコンバレーに位置するため、シリコン
バレーのハイテク企業に多くのエンジニアリン
グ、コンピュータ科学、ビジネス専攻の卒業生
を送り出しています。スポーツも盛んで、チーム
はスパルタンズと呼ばれ、多くのオリンピック
選手を輩出。2020年の全米大学アメリカンフッ
トボール・ランキングでは、トップ20に入りまし
た。九州大学との交流は深く、毎年交換留学生
が派遣され、工学系の学生による短期留学プ
ログラムも行われています。

サンノゼ州立大学

「
オ
ン
ラ
イ
ン
留
学
」

想
像
を
超
え
る
学
び
が
あ
り
ま
し
た
。

留学中の
ある日の
1日

帰宅

24：00

12：00

6：00

3：00

9：0015：00

21：00

18：00

キャンパス周辺は緑が多く、図書館やカフェテラ
スがあり、長時間研究を続けてもリラックスできる
快適な環境が整っているところですね。来日して
半年は留学生用居住施設で生活し、そこで他の
留学生と交流したり日本の慣習を学んだりするこ
とができました。サポートセンターもあり、留学生に
手厚いサポートがあるのも魅力のひとつだと思い
ます。

白井 洸充（しらい ひろみつ）さん

2019年春、桜の季節
福岡城跡で友人たちとピクニック

2018年秋、筑紫キャンパス近くの
春日公園でピクニック

2019年春、ゴールデンウィーク
留学生仲間と大阪へ旅行

チュニジアの大学院修士課程を修了後、文部科学省奨学金研究留
学生として2018年9月九州大学総合理工学府に進学。2020年1月
「微生物電気化学システムと燃料電池技術に関する国際会議」で最
優秀プレゼンテーション賞を受賞。同年12月、「第22回エネルギー
および環境科学技術に関するクロスストレイツシンポジウム」でベ
ストオーラルプレゼンテーションアワードを受賞。

Khaoula Bensaida（カウラ ベンサイダ）さん

出身国：チュニジア共和国

　
僕
は
、学
部
4
年
生
の
と
き

に
サ
ン
ノ
ゼ
州
立
大
学
に
半
年

間
留
学
す
る
予
定
で
し
た
が
、

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
で
渡
航
で
き
な

く
な
り
、そ
の
後
、オ
ン
ラ
イ

ン
留
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
案
内
を

受
け
ま
し
た
。九
大
の
授
業
と

並
行
し
て
参
加
す
る
こ
と
が
認

め
ら
れ
て
い
た
の
で
、今
後
、

留
学
に
充
て
る
時
間
が
と
れ
る

か
分
か
ら
な
い
僕
に
は
良
い
機

会
だ
と
思
い
参
加
を
決
断
し
ま

し
た
。

　
授
業
は
、脊
椎
動
物
の
神
経

生
理
学
に
関
す
る
科
目
を
1
科

目
履
修
。週
2
回
、ズ
ー
ム
を
利

用
し
て
行
わ
れ
ま
す
。生
徒
は

約
30
人
で
僕
以
外
は
現
地
の
学

生
で
し
た
。最
初
は
シ
ス
テ
ム

の
こ
と
が
分
か
ら
ず
、履
修
登

録
す
ら
で
き
な
く
て
、パ
ソ
コ

ン
の
前
で
一
人
取
り
残
さ
れ
た

気
分
で
し
た
が
、サ
ン
ノ
ゼ
大

学
の
ケ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
の
学
生

に
S
N
S
で
尋
ね
る
な
ど
し

て
、な
ん
と
か
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ

プ
で
き
ま
し
た
。そ
の
と
き
ケ

ア
サ
ポ
ー
タ
ー
が
、「
ア
メ
リ
カ

は
、助
け
を
求
め
た
人
に
は
手

を
差
し
伸
べ
て
く
れ
る
文
化
だ

よ
」と
教
え
て
く
れ
て
、充
実
し

た
留
学
生
活
を
送
る
に
は
、積

極
的
に
助
け
を
求
め
る
こ
と
も

必
要
な
の
か
も
し
れ
な
い
と
思

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、学
生
同
士
で
議
論
す

る
機
会
も
多
く
、ネ
イ
テ
ィ
ブ

な
人
と
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
す

る
練
習
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
で
得
ら
れ
た
ス
キ
ル
は
今

後
の
研
究
活
動
に
も
生
か
せ
る

と
思
い
ま
す
。知
識
を
応
用
し

て
考
え
る
こ
と
、議
論
を
経
て

答
え
を
出
す
こ
と
の
面
白
さ
も

知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
正
直
、卒
論
の
追
い
込
み
の

時
期
は
大
変
で
し
た
が
、そ
れ

以
上
に
達
成
感
が
大
き
く
、オ

ン
ラ
イ
ン
留
学
は
、大
変
有
意

義
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。渡
航

費
や
現
地
で
の
生
活
費
が
必
要

な
く
費
用
も
抑
え
ら
れ
る
の

で
、余
裕
が
あ
る
学

期
や
長
期
休
暇
を

利
用
し
て
参
加
す

る
こ
と
を
お
す
す

め
し
ま
す
。

My Favorite!

オンライン授業の様子

総合理工学府　博士課程3年

システム生命科学府 
システム生命科学専攻 分子遺伝学研究室 
博士課程1年（5年一貫制）

留学国：アメリカ合衆国 
留学先：サンノゼ州立大学
期　間：春学期（２～５月）

6：45 起床

6：58 着席

３限（九大）

朝食

昼食

登校

夕食・
のんびり

7：00～8：15
授 業

（サンノゼ大）

研究室セミナー（九大）

課題・
研究など

University Information
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九大関連のさまざまな話題を紹介します

「新型MIRAI」FCV納車式・「九大水素モーターショー」を開催！

　2021年3月19日（金）、水素エネルギー
国際研究センター（センター長：佐々木一
成副学長）は、2020年12月に発売されたト
ヨタ「新型MIRAI」FCV（燃料電池自動車）
を公用車として導入するにあたり、納車式
ならびにトヨタ自動車の協力による「九大
水素モーターショー」（九州・山口FCVキャ
ラバン※ in九州大学）を開催しました。 
　納車式には、トヨタ自動車代表者、本学
の石橋達朗総長、荒殿理事、村上理事ら
が出席し、セレモニーを執り行いました。
　本学では、2005（平成17）年の伊都キャ
ンパス開設時から水素エネルギーの研究
教育に集中的に取り組んでおり、FCV、水
素ステーション、大型燃料電池を活用した
社会実証も進めてきましたが、今回納車さ
れたFCVを通じて、将来のエネルギー社会
の姿をさらに発信したいと考えています。 
　また、このイベントはコロナ禍で実際の

先端技術を見る機会がなかった本学学生
に、遠隔講義の補講として、今回の「九大
水素モーターショー」を通して実際の技術
に触れる機会を持ってもらうことで、将来
のエネルギー技術を担う研究者を育成す
る教育としての意味合いもあります。
　九大水素ステーションには、新型MIRAI
のほかに水素エネルギーを利用した最先
端の燃料電池車両（キッチンカー、 

TOPICS

02

Moving-e、小型トラック、コースター、電源
車など）計9台の最先端の水素エネル
ギーを利用した多様な燃料電池車両が一
堂に集まり、各車両の担当者から説明を
受けながら見学ができる世界でも例をみ
ない貴重な展示会になりました。

九大水素モーターショーで説明を受ける学生たち

式典で挨拶をする石橋総長 講演後の山内教授（写真左）と藤川教授（写真右）

令和３年度開学記念式典を挙行
TOPICS

01

　本学は、5月11日を「本学記念日」とし、
例年、開学記念行事を開催しています。
　創立110周年を迎える本年も、2021年
５月11日（火）に伊都キャンパスの椎木
講堂で開学記念式典を挙行しました。な
お、今回は新型コロナウイルスの感染拡
大防止のため、出席者を表彰者・学内者
などに限定し、オンラインによる同時配
信を行いました。
　式典では、昨年10月1日に就任した石
橋総長から、新執行部の紹介や、新型コ
ロナウイルス感染症への本学の取り組
み、120周年に向けて本学が目指す姿に
ついて紹介しました。また、本学に多大な
貢献をいただいた方への感謝状の贈
呈、紺綬褒章の伝達、名誉教授称号記被
授与者の紹介、本学基金による代表的な
支援助成事業である「山川賞」を受賞し
た学生2名による発表を行いました。

　続く記念講演会では、カーボンニュー
トラル・エネルギー国際研究所の藤川教
授が「ビヨンド・ゼロ社会実現に向けた 
ネガティブエミッションテクノロジー」、山
内教授が「持続可能な社会の実現に向
けた未来型物質変換システム」と題し、
それぞれ講演を行いました。藤川教授か
らは、地球温暖化や二酸化炭素の排出

量について説明があったあと、本学が進
めている、ネガティブエミッションテクノ
ロジーの研究について講演がありまし
た。山内教授からは、今後のカーボン
ニュートラル社会の実現に必要な、触媒
を利用した高効率の物質変換システム
や、再生可能電力の利用について講演
がありました。

※九州・山口FCVキャラバン：福岡県がFCVの普及促
進を目的として実施している福岡県所有のFCV公
用車を活用した県内各地や九州各県で行っている
展示や試乗会。

新型MIRAIの開発に携わった九大OBのトヨタ自動車㈱ 
高橋 剛 主査（左）、石橋 達朗 総長（中央）、福岡トヨタ自
動車㈱ 金子 直幹社長（右）

KYUDAI

　2021年4月5日（月）、伊都キャンパスの椎木講堂において令和3年度入学式を
開催しました。学部は2回に分けて行い、12学部の2,634名が新たに九大生となり
ました。
　九大フィルハーモニーオーケストラによる祝賀演奏の後に始まった入学式で
は、石橋総長が新入生に向けて、「なぜ九州大学を、なぜこの学びを、ということ
を、折に触れて思い出してほしい。大学での学びに真摯に向き合い、本学の基幹
教育をはじめ、クラブやサークル活動、大学生活の日々を通して、人間力を身に
付けてほしい。」と挨拶しました。
　続いて、新入生総代の宇仁菜々子さん（経済学部）と池末優都さん（歯学部）
が、「私達は本学教育の趣旨を体して、自立の精神を重んじ、学術を極めるとと
もに、自ら人格の陶冶に努め、社会の期待に沿うことを誓います。」と誓詞を朗読
しました。
　また、来賓として、東京工業大学栄誉教授で、ノーベル生理学・医学賞を受賞
した大隅良典氏から、「膨大な情報に惑わされず、自分が何をしたいか、どう生
きたいかをみつけてほしい。未来は君たちの手にかかっていることを自覚し、自
分の頭で考え、科学的な判断ができる人になってほしい。」と新入生を激励する
メッセージが贈られました。
　同日に行われた大学院の入学式では、修士課程1,803名、博士（後期）課程
525名、専門職学位課程125名、合計2,453名が入学しました。総代として博士（後
期）課程の三苫春香さん（経済学府）が誓詞を朗読しました。

令和2年度学位記授与式

令和3年度入学式

新しい社会の担い手に 4,776名が一歩を踏み出す

5,087名の希望に満ちた 九大生・院生新たなスタート

　2021年3月24日（水）、伊都キャンパスの椎木講堂において、令和2年度学位記
授与式が開催されました。
　学士学位記授与式は、感染対策のため２回に分けて行われました。九大フィル
ハーモニーオーケストラによる祝賀演奏の後、石橋総長から11の学部および21世
紀プログラムの総代に学位記が授与され、2,562名が卒業しました。
　石橋総長は告辞で、「今日卒業される皆さんがこの大変な時代に、希望を失わ
ず諦めないで、新しい社会の信頼できる担い手としての一歩を踏み出されること
を心から応援しています。」と、はなむけの言葉を贈り、卒業生を代表して、第1部
では、法学部の西原圭亮さんが、「大学で学んだように答えのない問題に立ち向
かい、未来の課題に挑戦していくことをここに決意いたします。」と、第2部では、
理学部の松清洋輝さんが「困難な課題に出会うたびに、成長する良い機会だと
とらえ、挑戦し、自分自身を絶えずアップデートしてゆく覚悟が、重要であると思
います。」と答辞を述べました。
　午後からは大学院の学位記授与式を行い、修士学位記、専門職学位記、博士
学位記が各総代に授与され、2,214名が大学院を修了しました。石橋総長は告示
で、「本学で学び培った学問とその専門性は、これからの皆さんのかけがえのな
い財産になり、人生を切り拓く鍵となります。次の活躍の場で、自分が学んだこと
を確実に活かし、社会に役立てて下さい。」と、はなむけの言葉を贈り、修了生を
代表して、理学府の森川億人さんが、「今後活躍の場をさらに広げ、人類の未来
を最先端で創っていく覚悟であります。」と答辞を述べました。

当日の動画はこちらから
https://www.kyushu-u.ac.jp/

ja/topics/view/1680
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九大関連のさまざまな話題を紹介します

受賞のお知らせ
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学
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授（
工
）
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大
学
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教
授（
数
理
）
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本学共創学部生×LOVE FM「ケロケロ見聞録」ラジオ番組始動！
～現役大学生が社会をカエる～

　2021年4月より、本学共創学部生の組織
（medien-lien（メディアン　リアン））が、ラブ
エフエム国際放送株式会社（LOVE　FM）
と連携し、新たなメディア展開をスタートし
ました。
　制作するのはラジオ番組「ケロケロ見
聞録」。「井の中の蛙大海を知らず」になり
がちな現役大学生（ケロケロ）が、一足先

に大海に出た人生の先輩や、これからま
さに大海に出ようと挑戦する若者の“社会
へのまなざし”に着目し、大学生独自の視
点から切り込んでいきます。社会で活躍し
ている人々が持つ知見や価値観にインタ
ビュー形式で触れ、大学生が感じたことや
考えたことを、皆さんへお伝えします。
　なお、本番組は毎月1回の放送予定です。

TOPICS

05

九州大学とソフトバンクが「組織対応型連携」を締結
～新型コロナウイルス感染症やSDGs、DX 分野などへの対応・研究で連携～

　2021年4月16日（金）、九州大学とソフト
バンク株式会社（本社：東京都港区、代表
取締役 社長執行役員 兼 CEO：宮川潤一、
以下「ソフトバンク」）は、新型コロナウイル
ス感染症対策やSDGs（持続可能な開発
目標）、DX（デジタルトランスフォーメー
ション）などに関して、産学間で知見やノウ
ハウを共有し、国際競争力を持つ最先端
の実用化技術の研究や実践を共同で行う
「組織対応型連携」を締結しました。本連
携においては、九州大学が取り組んでき
た「With&Beyondコロナ」への知見と、ソ

フトバンクにおけるテクノロジーの利活用
やDXによる社会課題の解決への取り組
みの実績などを共有し、共同研究を実施し
ます。新型コロナウイルス感染症拡大への
取り組みとして、九州大学が、ソフトバンク
グループ株式会社の子会社であるSB新
型コロナウイルス検査センター株式会社
が設立する「福岡PCR検査センター」との
連携を、2021年4月下旬から開始しました。
　また、本連携により、SDGsへの貢献や
新たな共生モデルの構築に向けて共働す
ることにより、両者のノウハウや知見の高

TOPICS

03

Sweden-Japan Academic Network Open Webinarを開催

　2021年3月26日（金）、九州大学ストック
ホルム・リエゾン・オフィスの開設に際し、
JSPSストックホルム研究連絡センター、ス
ウェーデン王立科学アカデミー（KVA）お
よび在スウェーデン日本国大使館等との
共催により「Sweden-Japan　Academic 
Network」オープンウェビナーを開催しま
した。
　スウェーデンおよび日本の大学を中心
に100名を超える研究者や学生が参加し
た本イベントでは、冒頭にスウェーデン王
立科学アカデミーのダーン・ラーハマー会
長、廣木重之駐スウェーデン日本国大使、
九州大学の石橋達朗総長によるオープニ

ング・リマークスが行われた後、日本側か
らは有機光エレクトロニクス研究分野に
おいて世界をリードする先導的な研究活
動を行う本学工学研究院の安達千波矢
主幹教授による講演、スウェーデン側から
はスウェーデン王立科学アカデミー会員
のリンショーピン大学オレ・インガネス名
誉教授による講演が行われました。
　各講演後の質疑応答では活発な議論
が行われ、盛況のうちに幕を閉じました。
　九州大学ストックホルム・リエゾン・オ
フィスでは、スウェーデンおよび欧州の大
学との学生交流や研究者交流に関する情
報収集・情報発信などを行い、スウェーデ

TOPICS

04

石橋総長（左）とソフトバンク株式会社CSR本部長の
池田昌人氏（右）

ンの研究者との国際シンポジウムも今後
開催していく予定です。
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※ロバート・ファン／アントレプレナーシップ・センターC&Cプロジェクト　https://qrec.kyushu-u.ac.jp/cc/

度化を図ります。九州大学とソフトバンク
は、持続可能な社会の実現に向けて、最
先端の実用化技術の創出を目指し、社会
課題解決とSDGsへの取り組みを推進し
ていきます。

登壇者による集合写真
【Facebookページ】 
https://www.facebook.com/KUstockholm

各種SNSはこちらから
https://linktr.ee/medienlien

23K Y U S H U  U N I V E R S I T Y  C A M P U S  M A G A Z I N E  2 0 2 1 . 0 724 K Y U S H U  U N I V E R S I T Y  C A M P U S  M A G A Z I N E  2 0 2 1 . 0 7



九州大学基金の趣旨にご賛同いただき、多大なご支援を賜り、誠にありがとうございます。
本号では、令和3年1月1日から令和3年4月5日までに寄附申し込みいただいた皆様のご芳名（五十音順・敬称
略）を掲載させていただきます。今後とも九州大学基金をよろしくお願い申し上げます。

〜
支
援
者
の
皆
様
〜
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尾
崎
　
伶

押
小
路
　
忠
昭

尾
下
　
真
樹

落
合
　
広
樹

尾
辻
　
達
人

小
野
　
和
也

小
野
　
宏
子

小
原
　
裕
子

於
保
　
恵
美

小
山
　
英
治

小
山
　
久
美

小
山
田
　
恵
美

隠
塚
　
晴
美

甲
斐
　
博
子

貝
嶋
　
正
信

垣
内
　
弘
雄

鹿
子
生
　
健
一

風
早
　
潤
一

笠
原
　
義
晃

梶
川
　
祐
亮

加
治
佐
　
隼
也

貸
谷
　
慶
彦

片
藤
　
義
明

片
峰
　
建
二

片
山
　
威
史

勝
本
　
英
明

加
藤
　
聖
子

加
藤
　
孝

金
本
　
大
成

釡
　
み
や
子

亀
井
　
吉
次

蒲
生
　
卓
磨

蒲
地
　
晃

川
田
　
俊
展

川
野
　
雅
樹

河
原
　
仁
志

神
崎
　
寛

椎木講堂
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菊
池
　
文
彬

木
田
　
茂
夫

北
岡
　
卓
也

北
川
　
昌
幸

北
里
　
良
光

北
原
　
亨

城
戸
　
健

木
下
　
勝
弘

木
下
　
昌
和

木
原
　
節
子

木
原
　
泰
裕

君
島
　
裕

木
元
　
克
治

木
本
　
太

清
澤
　
恵
理
子

清
瀬
　
隆

金
城
　
信
博

国
広
　
正
樹

熊
野
　
厚
司

倉
富
　
史
枝

（
九
州
大
学
文
学
部
同
窓
会
）

黒
石
　
博
行

黒
木
　
賀
代
子

黒
木
　
真
琴

黒
瀬
　
光
一

黒
田
　
照
夫

桑
元
　
勉

郡
家
　
德
郎

神
　
日
出
男

河
野
　
務

河
野
　
俊
行

河
野
　
友
子

古
賀
　
恵
義

古
賀
　
千
種

小
島
　
哲
夫

小
島
　
憲
二

小
坪
　
宏
成

後
藤
　
和
彦

後
藤
　
達
郎

後
藤
　
優
子

小
西
　
高
之

此
枝
　
洋
子

小
林
　
恒
喜

小
松
　
正
範

古
本
　
加
津
江

小
森
　
光
希

小
森
田
　
憲
繁

齊
藤
　
節
夫

斉
藤
　
禎

坂
口
　
俊
幸

坂
下
　
貴
代

坂
本
　
寛

坂
本
　
正
登

佐
川
　
潤
逸

佐
竹
　
晃
佳

佐
藤
　
和
夫

佐
藤
　
利
和

佐
藤
　
宣
子

実
松
　
健
造

澤
江
　
紳

澤
田
　
繁
孝

三
海
　
る
み
子

塩
塚
　
賢
輔

獅
子
田
　
勝
幸

篠
田
　
美
香

篠
原
　
昭

篠
本
　
輝
明

清
水
　
淳
史

清
水
　
真
弓

下
川
　
国
康

下
川
　
英
四

下
園
　
雄
二

上
甲
　
忠
嗣

庄
司
　
政
利

上
瀧
　
恵
里
子

白
石
　
渉

白
水
　
倶
弘

城
間
　
友
梧

進
　
一
彦

新
庄
　
泰
孝

仁
多
　
英
夫

新
田
　
則
孝

末
次
　
勸

末
松
　
雄
祐

菅
原
　
健
一

杉
村
　
旬
子

杉
山
　
一
志

祐
定
　
美
枝
子

鈴
木
　
右
文

須
藤
　
信
行

住
田
　
憲
紀

須
山
　
政
樹

関
根
　
敏
子

千
　
剣
菊

仙
野
　
万
里
子

宗
　
俊
介

十
川
　
博

十
河
　
直
子

園
井
　
英
秀

髙
井
　
信
吾

高
石
　
恭
輔

高
垣
　
喜
嗣

高
木
　
荘
輔

髙
倉
　
修

高
塚
　
和
巳

髙
橋
　
正
人

髙
橋
　
一
郎

髙
橋
　
秀
治

高
橋
　
正
義

髙
橋
　
吉
文

（
北
崎
校
区
自
治
協
議
会
）

田
口
　
信
喜

武
石
　
常
弥

武
内
　
和
博

武
内
　
俊
造

竹
下
　
道
範

武
末
　
光
弘

竹
田
　
周
史

武
田
　
旨
弘

竹
本
　
篤
史

竹
吉
　
正
志
朗

田
代
　
美
貴
子

田
代
　
裕

田
中
　
郁
夫

田
中
　
顕
治

田
中
　
繁

田
中
　
節
男

田
中
　
智
章

田
中
　
信
昭

田
中
　
啓
之

田
中
　
侑
紀

谷
口
　
榮
二

入
口
　
勇

岩
井
　
康
浩

岩
崎
　
正
平

岩
町
　
功

岩
村
　
和
彦

因
　
健
夫

犬
童
　
淳
一
郎

上
杉
　
志
朗

上
野
　
亜
弥
乃

上
野
　
仁
敬

上
野
　
賢
二

上
野
　
丘
恵

上
畑
　
智
美

打
道
　
美
和

梅
田
　
慎
治

梅
村
　
創

江
頭
　
和
彦

江
頭
　
敬

江
頭
　
有
三

江
上
　
史
郎

江
川
　
寛

江
川
　
力
平

江
島
　
將
高

江
藤
　
壮
志

江
藤
　
正
俊

大
石
　
剛
毅

大
石
　
真
理
子

大
金
　
浩

大
神
　
正
俊

大
神
　
義
生

大
河
内
　
豊

太
田
　
康
治

大
津
山
　
泰

大
西
　
駿
祐

大
野
　
素
徳

大
庭
　
幸
子

大
橋
　
武
史

大
原
　
寛
信

大
藪
　
和
子

岡
　
幸
江

岡
田
　
耕
吉

緒
方
　
靖
哉

緒
方
　
能
高

岡
野
　
洋
一
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谷
口
　
英

谷
脇
　
義
久

田
村
　
耕
二

田
山
　
信
至

千
葉
　
俊
明

千
葉
　
俊
昭

塚
原
　
泉

辻
塚
　
隆

鶴
田
　
絵
美

鶴
丸
　
俊
美

手
嶋
　
正
昭

寺
田
　
和
子

堂
前
　
直
行

土
岐
　
学

時
任
　
康
弘

徳
冨
　
幸
平

床
嶋
　
敦
子

飛
松
　
省
三

冨
浦
　
梓

富
岡
　
光
直

富
永
　
崇
司

留
場
　
啓

鳥
越
　
達
也

内
藤
　
敏
也

永
井
　
幹
男

中
尾
　
敦
子

中
尾
　
実
樹

長
岡
　
魁
人

中
川
　
貴

中
川
　
信
隆

長
澤
　
一
成

長
澤
　
志
麻
子

長
澤
　
誠
二

永
重
　
雅
守

中
島
　
徳
洋

中
島
　
誠

永
末
　
伸
生

仲
曽
根
　
昇

永
田
　
耕
作

長
田
　
孝
彦

永
田
　
實
則

中
野
　
幸
三

永
野
　
純

中
野
　
光
男

本
多
　
信
彦

前
田
　
栄
子

前
田
　
昌
宣

牧
　
俊
夫

牧
角（
竹
下
）　
悦
子

又
吉
　
幸
輝

松
浦
　
悟
志

松
枝
　
徹
也

松
尾
　
英
輔

松
尾
　
邦
洋

松
尾
　
久
人

松
尾
　
英
貴

松
岡
　
英
資

松
岡
　
力

松
木
　
千
恵

松
下
　
武
史

松
下
　
隆
二

松
下
　
亮
二

松
田
　
剛
次

柗
田
　
浩
文

松
田
　
道
雄

柗
田
　
陽
子

松
本
　
孝

的
場
　
哲
哉

真
子
　
弘
子

眞
野
　
豊

三
島
　
敏

三
島
　
真
弓

水
上
　
哲
也

水
川
　
秀
久

水
取
　
周
隆

三
谷
　
武
史

満
生
　
彰

光
武
　
進

光
永
　
浩
一
郎

南
　
瑞
月

南
谷
　
洋
至

宮
川
　
卓
也

三
宅
　
浩
志

宮
﨑
　
千
明

宮
﨑
　
仁
史

宮
﨑
　
裕
子

宮
司
　
聡

宮
田
　
奈
美
子

宮
田
　
房
之

宮
本
　
一
夫

宮
本
　
賢
治

宮
本
　
操

三
好
　
伸
浩

村
上
　
由
佳

村
上
　
陽
三

村
松
　
毅

村
松
　
哲
行

村
山
　
耕
太
郎

村
山
　
由
香
里

（
九
州
大
学
文
学
部
同
窓
会
・

松
の
実
会
）

本
松
　
久
美
子

本
村
　
健
太

本
村
　
愼
一

森
　
賢
一

森
　
徹

森
住
　
剛

森
田
　
晃
一

森
永
　
泰
弘

森
本
　
孝
史

森
山
　
邦
代

諸
住
　
昌
弘

諸
冨
　
彰
夫

八
木
　
良
子

安
井
　
元
昭

矢
野
　
宏
政

矢
野
　
雄
大

八
幡
　
憲
一
郎

矢
原
　
哲
也

山
内
　
彰
雄

山
縣
　
雅
弘

山
口
　
喬

山
口
　
輝
臣

山
口
　
治
利

山
倉
　
勇
二

山
下
　
和
海

山
下
　
真

山
田
　
鉄
郎

山
田
　
知
正

山
田
　
宏

山
手
　
誠
之
助

大
和
　
右
二

山
中
　
秀
俊

山
本
　
愛

山
本
　
慶
子

山
本
　
茂

山
本
　
誠
二

山
本
　
誠

山
本
　
真
理

山
本
　
祐
輝

杠
　
吉
行

横
田
　
修

横
手
　
哲
也

横
山
　
寛
明

吉
田
　
明

吉
田
　
幸
代

吉
田
　
征
哉

吉
田
　
良

〜「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
学
生
支
援
基
金
」並
び
に

　「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
留
学
生
支
援
基
金
」

　
支
援
者
の
皆
様
〜

 

企
業・団
体
な
ど

ア
プ
ラ
イ
ド
株
式
会
社

九
州
大
学
法
学
部

　
1
9
7
6
年
入
学LI-4

ク
ラ
ス
会
有
志

西
都
校
区
自
治
協
議
会

西
都
校
区
社
会
福
祉
協
議
会

西
日
本
環
境
エ
ネ
ル
ギ
ー
株
式
会
社

株
式
会
社
ふ
く
や

（
計
6
企
業
・
団
体
）

 

個 

人
浅
海
　
浩

池
田
　
元
輝

伊
藤
　
肇
躬

今
冨
　
宏
祐

入
江
　
敏
弘

梅
野
　
和
俊

大
嶋
　
允

大
野
　
郁
治

岡
部
　
卓
朗

加
藤
　
富
民
雄

上
之
郷
　
正
実

木
下
　
智
見

高
良
　
悦
子

正
垣
　
裕
太
郎

瀬
崎
　
敏
博

錢 

琨
園
田
　
純
子

中
山
　
正
登

夏
目
　
み
さ
き

久
野
　
豊
美

福
山
　
義
邦

藤
井
　
幸
造

藤
原
　
里
香

古
川
　
芳
夫

堀
端
　
厚

永
野
間
　
一
成

永
野
間
　
昌
代

中
原
　
雅
考

中
原
　
良
介

永
渕
　
幸
久

中
村
　
一
太

中
村
　
修

中
村
　
君
義

中
村
　
紘

中
村
　
昭
一

中
村
　
誠
司

中
村
　
英
美

中
村
　
洋
志

中
村
　
博
美

中
村
　
素
子

中
村
　
保
夫

中
山
　
久
美
子

中
山
　
浩

中
山
　
義
崇

梛
原
　
憲
治

七
蔵
司
　
淳
子

楢
﨑
　
光
雄

西
岡
　
誠
治

西
川
　
徹

西
原
　
恒
輔

野
北
　
和
宏

野
瀬
　
健

間
　
健
一

橋
口
　
悦
子

橋
本
　
喜
一

橋
本
　
文
博

波
多
　
聰

波
夛
　
伴
和

秦
　
幸
美

羽
田
野
　
大
樹

服
部
　
艶
子

羽
子
田
　
良
和

馬
場
　
崇

濱
中
　
武

早
川
　
勝
彦

林
　
親
則

林
田
　
卓
也

林
田
　
憲
昌

早
野
　
裕
文

原
　
紳
次
郎

原
　
房
雄

原
田
　
裕

東
　
敏
信

樋
口
　
勝
彦

樋
口
　
雅
則

樋
口
　
裕
一
郎

久
田
　
義
則
・
由
紀
子

百
武
　
洸
秋

平
岡
　
豊

平
田
　
周
諭

平
野
　
裕
士

平
松
　
和
昭

平
山
　
昂
希

平
山
　
忠

廣
田
　
憲
治

廣
畑
　
富
雄

廣
渡
　
俊
哉

深
道
　
建
次
郎

福
井
　
航
大

福
永
　
悠

福
原
　
敬
子

福
元
　
圭
太

藤
井
　
久
美
子

藤
井
　
德
夫

藤
井
　
正
盛

藤
井
　
勇
人

藤
江
　
進

藤
田
　
和
子

藤
波
　
博

藤
野
　
哲
哉

藤
野
　
允
孝

藤
延
　
博
幸

藤
村
　
隆

藤
村
　
隆
史

藤
吉
　
秀
昭

藤
原
　
謙
次

渕
上
　
京
司

船
津
　
正
明

古
畑
　
芳
晶

古
山
　
正
史

帆
足
　
新
一
郎

傍
士
　
睦
雄

細
井
　
昌
子

 

個 

人
青
木
　
正
二

青
木
　
智
佐

青
木
　
俊
憲

明
石
　
信
子

赤
瀬
　
清

赤
松
　
健

浅
田
　
信
乃

朝
野
　
泰
成

旭
　
宏
史

東
　
富
士
男

阿
南
　
洋
一

穴
山
　
彊

安
部
　
妙
子

安
部
　
昇

荒
木
　
一
彦

荒
牧
　
祐
司

有
田
　
治

有
馬
　
誠
治

有
吉
　
忠
雄

安
藤
　
貴
文

安
野
　
広
三

池
内
　
一
誠

池
上
　
尚
子

池
上
　
典
昭

池
上
　
龍
一

池
田
　
建
児

池
田
　
徹

池
田
　
康
彦

池
上
　
孝
雄

石
井
　
明

石
井
　
徹

石
神
　
康
生

石
川
　
和
彦

石
川
　
利
一

石
川
　
尚
承

石
川
　
真
由
美

石
橋
　
一
美

石
松
　
眞
司

石
村
　
徳
彦

泉
　
泰
則

泉
　
祐
正

磯
部
　
紀
子

井
手
　
丞

井
手
　
貴
史

伊
藤
　
久

伊
藤
　
芳
雄

稲
永
　
隆
義

井
上
　
莞
爾

井
上
　
健
一

井
ノ
坂
　
陽
子

猪
俣
　
靖
子

井
原
　
惠
子

今
井
　
良
一

今
泉
　
俊
佑

今
坂
　
智
子

今
田
　
信
男

今
冨
　
悠

今
村
　
太
紀

今
村
　
英
夫

本年4月に発行しました121号の寄附者ご芳名に
おいて、大嶋允様のお名前に誤りがございまし
た。本号に改めてご芳名として記載させていただ
くとともに、ここに謹んでお詫び申し上げます。

吉
田
　
稔

吉
竹
　
知
春

吉
永
　
日
出
男

吉
原
　
一
文

吉
村
　
和
久

吉
本
　
宏

米
田
　
哲
夫

米
満
　
智
博

若
槻
　
賢
隆

和
田
　
冬
樹

渡
辺
　
修

渡
部
　
高
士

渡
邉
　
真
里
子

ほ
か 

匿
名
希
望

２
１
２
名

（
計
７
３
６
名
）

益
田
　
美
穂

松
本
　
学

水
野
　
秀
明

宮
崎
　
啓
三

宮
田
　
愛
子

村
上
　
清
文

守
田
　
美
保

八
尋
　
一
彦

山
田
　
英
明

吉
武
　
新
次

ほ
か
匿
名
希
望
22
名

（
計
57
名
）
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【山川賞 採択者の声】

　私は、空き家などの遊休不動産の利活用に興味を持ち、再生建築の分野に取り組んでいます。
　私の亡き祖父の家がある長崎県川棚町では転出者増・人口減にともなう空き家が問題となっています。そこで、空き家単体を改
修し新たな用途で用いるミクロな手法ではなく、町全体における空き家を一体化して扱うマクロな手法が適用できないかと考えま
した。町に散在する空き家を周辺地域のコアとし、管理者問題・転入者と地元住民との交流不足を改善できるように、町のネット
ワーク再構築を目指す計画を立案しました。祖父の空き家をモデルケースとして現地で調査し、実測作業を経て、図面復元から行
いました。そして、以上の私の提案をまとめ、コンペ「建築新人戦2020」に応募しました。
　昨年度からは、社会情勢が私の取り組みに影響を与えました。私の専門分野である建築では、人と人の距離を意識しての設計
が多く行われ、実際にそのような建築物を目にするようになってきました。そのような状況でも、感染防止対策を厳重に行った上で
天草市や日田市での空き家再生のワークショップに参加し、地域住民の空き家に対する生の声を聞いたり、漆喰塗りをしたりする
ことができました。また、オンラインコミュニケーションの恩恵を享受した一年でもあり、私の計画し
ていた海外インターンシップや留学は頓挫したものの、距離により諦めていた各種講演会や海外
の講義を現地に赴かずに受講でき、非常によい刺激となりました。
　社会情勢は未だ危機的状況下と捉えるべきですが、決してこのようなご時世だからと諦めるこ
となく、可能な限り私の取り組みを継続し、社会に貢献できる域まで昇華させられるように今後も
精進していきます。

日田市のワークショップでの漆喰作業 日田市の地域住民との共同作業の様子 山川賞受賞時（本人）

　令和2年度に、コロナ禍において経済的に大きな影響を受け、学業継続が困難となっている学生を支援するために設立い
たしました「新型コロナウイルス対策学生支援基金」及び「新型コロナウイルス対策留学生支援基金」につきまして、募集期
間を令和3年3月31日までとしておりましたが、いまだに収束の兆しを見せないコロナ禍の現状をふまえ、1年間、募集期間を延
長することといたしました。
　現在ご寄附をお考えいただいている方はもちろんのこと、すでにご寄附いただいている方につきましても、今後とも引き続
き、両基金へのご支援をよろしくお願いいたします。

九大会員の皆様へ ～特典のご案内～

「新型コロナウイルス対策学生支援基金」及び
「新型コロナウイルス対策留学生支援基金」の募集期間延長について

「空き家の再生をとおして町を再興し、社会に貢献したい」

九州大学基金・
九大会員に関する
お問い合わせはこちら

九州大学基金Webサイト

https://kikin.kyushu-u.ac.jp/ スマートフォンからはこちら

九州大学総務部同窓生・基金課
〒819-0395 福岡市西区元岡744　TEL:092-802-2150
E-mail：k-kikin@jimu.kyushu-u.ac.jp

特典対象施設

特典有効範囲

特典有効範囲

会員特典

会員特典

九大会員特典の内容や料金は、予告なく変更になる場合がございますので予めご了承ください。
各特典については、ご利用条件などをご確認のうえご利用ください。このほかにも多くの特典をご用意していますので、ぜひご入会いただきますようお願い申し上げます。

検  索九州大学基金

①西鉄グランドホテル  https://nnr-h.com/grandhotel/
　福岡県福岡市中央区大名2-6-60
②ソラリア西鉄ホテル福岡  https://nnr-h.com/solaria/fukuoka/
　福岡県福岡市中央区天神2-2-43
③西鉄イン福岡  https://nnr-h.com/n-inn/fukuoka/
　福岡県福岡市中央区天神1-16-1
●レストラン割引　料理・飲物料金の１０％割引（①②③）
●婚礼割引　チャペル挙式料半額＆その他特典あり（①②）

上記のほか、全国の西鉄ホテルグループでの宿泊特典あり。詳細は九州大学基金ＨＰからご参照ください。

会員本人及びその同伴者
利用条件と
注意事項

※レストラン利用の場合、予約（注文）時に「九大会員特典の利用」の旨を伝え、当日は九大会員証を提示し、
　特典利用の旨を申し出ること
※レストラン利用の場合、レストランイベント時は特典割引適用外
※婚礼の場合、エージェント経由・婚礼パック商品・結婚相談所経由からのご予約・利用は特典割引適用外
※一部対象外商品有り（催事商品等）
※貸切り、満室等によりご案内いたしかねる場合あり　※その他の割引、優待券との併用不可
※状況により、ホテル・レストランが休業になる場合がございます。

利用条件と
注意事項

※予約時に「九大会員特典の利用」の旨を伝え、当日は九大会員証を提示し、
　特典を利用する旨を申し出ること
※貸切り、満室等によりご案内いたしかねる場合あり
※その他の割引、優待券との併用不可

西鉄ホテルグループ

芸術工学部４年　森下 裕
もり    した      ゆうと

●寄附目的：「使途特定寄附（新型コロナウイルス対策学生支援基金）」または「新型コロナウイルス対策留学生支援基金」

ご寄附の手続きについて

下記の九州大学基金Webサイトよりお申込をお願いいたします。
https：//kikin.kyushu-u.ac.jp/

Webサイトからのご寄附

振込用紙でのご寄附 総務部同窓生・基金課までご連絡ください。専用の振込用紙をお送りいたします。
専用の振込用紙を使用し金融機関窓口でお手続きいただいた場合、
手数料はかかりません。

GLOCAL HOTEL ITOSHIMA（グローカルホテル糸島）

太陽の皿   http://www.taiyonosara.com/ 
福岡県糸島市泊844-1 GLOCAL HOTEL ITOSHIMA 1F

宿泊正規料金から15％割引
九大会員本人及びその同伴者

特典有効範囲

会員特典

利用条件と
注意事項

※予約時に「九大会員特典の利用」の旨を伝え、来店時に九大会員証を提示し、特典を利用する旨を
　申し出ること
※レンタルウェットスーツで対応できる時期のみ利用可
※その他の割引、優待券との併用不可
※予約状況等により案内いたしかねる場合あり

Kaoi Surf（カオイサーフ）

スタンドアップパドルボート、またはウインドサーフィン
体験チャレンジコース　５００円割引

特典有効範囲
会員特典

利用条件と
注意事項

※利用時に会員証を提示し、特典を利用する旨を申し出ること
※予約をする場合、予約時に特典を利用する旨を申し出ること
※その他の割引、優待券との併用不可

食事代２００円割引
九大会員本人のみ

九大会員本人及びその同伴者

https://kikin.kyushu-u.ac.jp/news/view.php?cId=1289&mode=1
https://www.Facebook.com/play.kaoi/
福岡県福岡市西区今宿駅前1-11-8

https://glocal-hotel.com/   福岡県糸島市泊844-1
2021年8月2日グランドオープン
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関西同窓会事務局　〈連絡先〉 E-mail:doso-kansai@jimu.kyushu-u.ac.jp

在
韓
国
九
州
大
学
総
同
窓
会

2
0
2
0
年
定
期
総
会
開
催
報
告

綾部市長と（R2.9.17紫水ヶ丘公園にて）
※撮影のため一時的にマスクを外しています。

夏のランチ会［台湾 台北市内］ 中央は連吉時会長

参加者の様子

東京大学名誉教授・
上野千鶴子氏による講演

九大OB台湾駐在員の歓迎会［台湾 台北市内］
後列右から三番目は駐在員会の木津玉次郎会長
（昭和46年・経済学部卒）

非対面在韓国九州大学総同窓会の模様

在韓国九州大学総同窓会 73年史（1948～2020）発刊

在韓国九州大学総同窓会事務局　〈連絡先〉 Tel:+82-61-240-7241  E-mail: junho.kim@mmu.ac.kr　同窓会ホームページ http://kukorea.kr台湾同窓会事務局　〈連絡先〉 chemntnu@gmail.com

関
西
同
窓
会
か
ら
の
近
況
報
告

松の実会事務局　〈連絡先〉 E-mail:matunomi@abelia.ocn.ne.jp

　
令
和
3
年
2
月
14
日
︑松
の
実
会

総
会
・
講
演
会
をZoom

に
よ
る
オ
ン

ラ
イ
ン
で
開
催
し
ま
し
た
︒福
岡
県
外

か
ら
の
参
加
が
約
4
割
︑総
数
で

2
0
1
名
の
ご
参
加
を
頂
き
ま
し
た
︒

　
混
声
合
唱
団
の﹁
松
原
に
﹂の
歌
声

で
オ
ー
プ
ニン
グ
︒総
会
で
は
︑女
賀
信

子
会
長︵
昭
和
42
年・薬
学
部
卒
︶の
挨

拶
の
後
︑九
州
大
学
副
学
長
の
久
枝
良

雄
氏︵
昭
和
54
年
・
工
学
部
卒
︶及
び

福
岡
同
窓
会
会
長
貫
正
義
氏︵
昭
和

43
年
・
経
済
学
部
卒
︶の
ご
挨
拶
を
頂

戴
し
ま
し
た
︒事
業
報
告
︑会
計
報
告
︑

事
業
計
画
が
承
認
さ
れ
︑新
た
に
関
西

支
部
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
︒ま
た
︑理

事
の
担
当
学
部
は
薬
学
部
か
ら
教
育

学
部
に
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
︒新
会
長
の
菊
川

律
子
氏︵
昭
和
49
年・教
育
学
部
卒
︶が

紹
介
さ
れ
︑挨
拶
し
ま
し
た
︒

　
講
演
会
は
︑東
京
大
学
名
誉
教
授
・

上
野
千
鶴
子
氏
に
よ
る﹁
も
っ
と
輝
け

女
性
た
ち
～
日
本
が
女
性
活
躍
後
進

国
を
脱
す
る
た
め
に
～
﹂と
題
し
て
︑

客
観
的
デ
ー
タ
に
基
づ
く
説
得
力
の
あ

る
貴
重
な
お
話
を
伺
い
ま
し
た
︒

　
休
憩
タ
イ
ム
に
は
︑参
加
者
の
お
名

前
を
映
画
の
エ
ン
ド
ロ
ー
ル
の
よ
う
に

流
し
た
り
︑会
員
通
信
を
流
し
た
り
し

て
お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま
し
た
︒２
部

の
始
ま
り
は
︑そ

れ
ぞ
れ
に
飲
み
物

を
ご
用
意
い
た
だ

い
て
乾
杯
！

Zoom

の
ブ
レ
イ
ク

ア
ウ
ト
機
能
を

使
っ
て
︑6
人
ず
つ

の
グ
ル
ー
プ
で
お

し
ゃべ
り
タ
イ
ム
が

始
ま
り
ま
し
た
︒

自
己
紹
介
や
講
演

の
感
想
を
語
り
盛
り
上
が
り
ま
し
た
︒

ま
た
︑海
外
在
住
の
会
員
が
ポ
ー
ラ
ン

ド
と
タ
イ
か
ら
レ
ポ
ー
ト
し
︑大
変
刺

激
を
受
け
ま
し
た
︒

　﹁
松
の
実
会
設
立
の
き
っ
か
け
に

な
っ
た
薬
学
部
の
先
輩
方
の
声
が
き
け

て
よ
か
っ
た
で
す
︒上
野
千
鶴
子
先
生

の
講
演
も
歯
切
れ
よ
く
︑問
題
提
起

も
素
晴
ら
し
い
も
の
で
し
た
﹂﹁
上
野

さ
ん
の
講
演
︑素
晴
ら
し
か
っ
た
で
す
︒

自
分
の
歩
ん
で
き
た
道
と
︑こ
れ
か
ら

の
人
た
ち
が
進
ん
で
い
く
道
を
︑も
う

一
度
考
え
る
機
会
に
な
り
ま
し
た
﹂

﹁
東
京
近
郊
に
住
ん
で
い
て
︑い
つ
も
は

会
合
が
博
多
で
開
催
さ
れ
て
い
て
参

加
出
来
な
か
っ
た
の
で
コ
ロ
ナ
禍
で

却
っ
てZoom

で
皆
さ
ん
と
お
話
し
で

き
て
よ
か
っ
た
で
す
﹂な
ど
参
加
者
の

み
な
さ
ん
か
ら
う
れ
し
い
コ
メ
ン
ト
が

た
く
さ
ん
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
︒

　
初
め
て
の
オ
ン
ラ
イ
ン
総
会
に
︑昭

和
30
年
代
40
年
代
卒
業
の
先
輩
た
ち

もZoom

に
果
敢
に
挑
戦
さ
れ
︑世
代

を
超
え
︑学
部
を
超
え
て
交
流
で
き
︑

新
し
い
時
代
の
幕
開
け
を
感
じ
ら
れ

る
総
会
で
し
た
︒松

の
実
会 

事
務
局
長

村
山 

由
香
里

︵
昭
和
57
年・文
学
部
卒
︶

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
到
来
で
︑

不
思
議
な
時
代
に
な
っ
た
︒同
窓
生

の
み
ん
な
で
集
ま
っ
て
歌
を
歌
い
な

が
ら
お
酒
を
ワ
イ
ワ
イ
乾
杯
す
る
こ

と
も
し
辛
く
な
っ
た
︒我
々
台
湾
同

窓
会
で
は
毎
年
1
月
か
2
月
頃
に

開
催
し
て
い
る
最
大
の
イ
ベン
ト〝
新

暦
新
年
会
か
つ
旧
暦
忘
年
会
〟を
現

状
に
鑑
み
検
討
し
た
結
果
︑中
止
の

や
む
な
き
に
至
っ
て
い
た
︒

　
幸
い
︑台
湾
で
は
コロ
ナ
対
策
の
成

功
に
よ
り
︑日
常
の
生
活
は
比
較
的

保
た
れ
て
い
た
の
で
︑少
人
数
で
い

く
つ
か
懇
親
会
を
開
催
し
︑親
睦
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
た
︒昨
年
︑コ
ロ

ナ
元
年
の
夏
︑書
道
・
絵
画
の
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
セ
ー
ル
の
際
に
連
吉
時
会
長

︵
平
成
元
年
・
医
学
系
学
府
博
士
課

程
修
了
︶夫
婦
と
同
窓
生
数
名
が
一

緒
に
昼
食
を
と
り
︑歓
談
し
た
︒

　
な
お
︑コ
ロ
ナ
対
策
の
成
功
で
︑10

台
湾
同
窓
会
か
ら
の
近
況
報
告

月
末
時
点
で
も
︑国
内
で
の
感
染
者

は
2
0
0
日
連
続
発
生
し
て
い
な

か
っ
た
の
で
︑秋
の
同
窓
会
は
台
中

で
行
っ
た
︒ま
た
︑台
湾
に
は
九
大

O
B
台
湾
駐
在
員
が
現
在
十
数
名

お
り
︑し
ば
し
ば
懇
親
会
を
開
催
し

て
い
る
︒新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
世

界
中
で
猛
威
を
振
る
う
状
況
下
で

は
あ
る
が
︑新
し
く
台
湾
に
着
任
し

た
メ
ン
バ
ー
の
歓
迎
会
を
無
事
行
う

こ
と
が
で
き
た
︒

　
し
か
し
今
年
5
月
に
入
っ
て
か
ら

台
湾
で
も
感
染
拡
大
傾
向
と
な
り
︑

5
月
に
開
催
予
定
だ
っ
た
第
二
回
旧

帝
大
戦
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
及
び
夏
の
同

窓
会
は
見
送
る
こ
と
と
な
っ
た
︒一

刻
も
早
く
元
の
日
常
が
戻
る
こ
と

を
願
っ
て
や
ま
な
い
︒

台
湾
同
窓
会
幹
事
長
　
林
震
煌

︵
平
成
6
年・工
学
府
博
士
課
程
修
了
︶

同窓会だより

﹁
松
の
実
会
﹂総
会
・
講
演
会
を

オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
し
ま
し
た

Kyudai Alumni Association

　
2
0
2
0
年
定
期
総
会
は
世
界

的
な
コロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
非
常
状
況

を
反
映
し
︑同
窓
会
73
年
歴
史
上
初

め
て
非
対
面
で
企
画
さ
れ
︑崔
洛
三

会
長︵
平
成
2
年
・
総
合
理
工
学
研

究
科
卒
︶の
韓
国
安
山
市
所
在
の
漢

陽
大
学
校ERICA

キ
ャン
パ
ス
機
械

工
学
科
を
ホ
ス
ト
に
し
︑12
月
5
日

︵
土
︶午
後
5
時
か
らZO

O
M

会
議

で
開
催
さ
れ
ま
し
た
︒

　
総
会
は
総
同
窓
会
S
N
S
グ
ル
ー

プ
ト
ー
ク
で
事
前
参
加
表
明
の
う

え
︑ス
マ
ホ
な
ど
で
出
席
し
た
会
員

︵
26
人
︶の
挨
拶
に
は
じ
ま
り
︑開
会

の
辞
︑石
橋
達
朗
総
長
の
祝
辞︵
崔

会
長
が
代
読
︶と
進
む
に
つ
れ
︑だ
ん

だ
ん
対
面
会
議
の
よ
う
に
ス
ム
ー
ズ

に
変
わ
り
ま
し
た
︒ 

　
崔
洛
三
会
長
か
ら
2
0
2
0
年

総
同
窓
会
活
動
状
況
︑支
援
し
て
い

る
母
校
伊
都
キ
ャン
パ
ス
植
樹
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
経
過
報
告
︑九
州
大
学

同
窓
会
連
合
会
か
ら
の
大
学
旗
寄

贈
︑そ
し
て
73
年
史
発
刊
事
業
な
ど

の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
︒今
年
の

役
員
懇
親
会
も
3
密
を
避
け
て
会

長
が
主
要
支
部
を
回
り
︑2
～
3
人

規
模
で
行
い
ま
し
た
︒

　
朴
成
鉉
木
浦
海
洋
大
学
校
総
長

︵
平
成
12
年
・
工
学
研
究
科
卒
︶が

2
0
2
1
年
度
新
任
会
長
に
選
出

さ
れ
ま
し
た
︒

　
各
報
告
︑承
認
事
項
を
丁
寧
に
説

明
し
︑質
疑
時
間
も
た
っ
ぷ
り
取
る

な
ど
非
対
面
総
会
な
ら
で
は
の
配

慮
で
総
会
は
2
時
間
以
上
続
き
ま

し
た
︒詳
細
な
内
容
に
つ
い
て
は
同

窓
会
ホ
ー
ムペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
︒︵
下
部
枠
内
に
記
載
︶

　
最
後
に
︑母
校
お
よ
び
九
州
大
学

同
窓
会
連
合
会
の
益
々
の
ご
発
展

を
何
時
も
応
援
い
た
し
ま
す
︒

在
韓
国
九
州
大
学
総
同
窓
会

編
集
副
会
長
　
金
辰
哲

︵
平
成
6
年・

総
合
理
工
学
研
究
科
修
了
︶

　
コ
ロ
ナ
禍
で
不
要
不
急
の
外
出
自

粛
や
多
人
数
で
の
会
食
自
粛
が
求
め

ら
れ
て
早
く
も
１
年
が
経
過
し
ま
し

た
︒そ
う
い
う
状
況
下
で
同
窓
会
活

動
の
維
持
を
図
る
た
め
に
関
西
同
窓

会
で
は
︑感
染
防
止
対
策
を
徹
底
し

た
上
で
︑幹
事
を
中
心
に
少
人
数
で

の
活
動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
し
た
︒

　
過
去
１
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す

と
︑令
和
２
年
７
月
13
日
に
予
定
し

て
い
た
ビ
ア
パ
ー
ティ
を
中
止
︑代
わ

り
に
感
染
防
止
対
策
を
講
じ
た
上

で
︑講
師
を
お
願
い
し
て
い
た
ジ
ャ
ー

ナ
リ
ス
ト
の
井
上
久
男
氏︵
昭
和
63

年
・
文
学
部
卒
︶の
お
話
を
聞
く
会

を
人
数
を
制
限︵
20
名
︶し
て
実
施

し
ま
し
た
︒ま
た
︑９
月
１７
日
に
は

綾
部
市
の
山
崎
善
也
市
長︵
昭
和
55

年
・
経
済
学
部
卒
︶か

ら
お
誘
い
が
あ
り
︑幹

事
有
志
４
名
で
地
域

活
性
化
に
取
り
組
ん

で
い
る
綾
部
市
の
発

展
ぶ
り
を
見
学
し
意

見
交
換
し
ま
し
た
︒

そ
し
て
︑10
月
28
日
に

は
中
野
健
二
郎
会
長

出
席
の
下
︑恒
例
の
新

年
賀
詞
交
歓
会
を
例

年
通
り
１
月
に
開
催

す
る
た
め
に
幹
事
会

︵
出
席
者
９
名
︶を
開

催
し
ま
し
た
︒残
念

な
が
ら
関
西
で
の
コロ

ナ
感
染
者
の
拡
大
が

止
ま
ら
ず
中
止
の
や

む
な
き
に
至
り
ま
し

た
が
︑令
和
３
年
１
月
20
日
に
感
染

防
止
対
策
を
講
じ
た
上
で
中
野
会

長
以
下
幹
事
有
志
６
名
が
集
ま
り

昨
年
10
月
に
就
任
さ
れ
た
総
長
の

石
橋
達
朗
氏
と
同
窓
会
担
当
理
事

の
久
枝
良
雄
氏
の
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー

ジ
︑そ
れ
と
講
師
を
お
願
い
し
て
い
た

前
同
窓
会
担
当
理
事
の
山
縣
由
美

子
氏︵
昭
和
56
年
・
文
学
部
卒
︶が
関

わ
っ
た
地
域
創
生
の
実
録
D
V
D

﹁
や
ね
だ
ん
～
人
口
３
０
０
人
︑ボ
ー

ナ
ス
の
出
る
集
落
～
﹂を
視
聴
し
ま
し

た
︒な
お
︑ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
は

YouTube

に
て
期
間
限
定
で
関
西

同
窓
会
会
員
に
も
視
聴
し
て
い
た

だ
き
ま
し
た
︒

関
西
同
窓
会
幹
事
長
　
中
野 

光
男

︵
昭
和
50
年
・
経
済
学
部
卒
︶

チ
ェナ
ッ
ク
サ
ム

チ
ェナ
ッ
ク
サ
ム

パ
ク 

ソ
ン
ヒ
ョン

キ
ム
ジ
ン
チ
ョル
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　九州大学同窓会連合会は、部局別同窓会と地域別同窓会の連合体組織として、会員である同窓会間の全
国的交流、連携を推進することにより、九州大学の卒業生の交流、親睦を図り、併せて九州大学との連携を緊
密にすることを目的としています。

会員同窓会からのお知らせ

同窓会に行こう

九州大学同窓会連合会からのお知らせ

大牟田、荒尾を中心に、みやま、柳川、大川、玉名、長洲、南
関などありあけ地区に在住、在勤や関わりを有するあらゆる
学部の卒業生、修了生等で構成しています。例年11月第二
土曜日に総会、懇親会を開催しています。

九州大学同窓会連合会は、平成１１年に設立されました。
現在、部局同窓会16団体、地域同窓会24団体の計40団
体に加盟いただいております。
毎年総会を開催し、同窓会同士の情報交換の場を設け
ております。
詳しくはウェブサイトをご覧ください。

加盟をご検討の同窓会の方は、以下のお問合わせ先へ
のご連絡をお待ちしております。

ありあけ九大会 〈連絡先〉 ありあけ九大会事務局
代表幹事　山田 元樹
Tel：090-8225-1898
Email: yamada@kyudai.jp

鹿児島同窓会は2018年に設立、この会は自由参加です。九
大の温故知新と懇親を深められます。若い人の参加で継承
と刷新を期待します。今年もサンロイヤルホテル鹿児島で開
催予定です。

〈連絡先〉幹事長　大塚 隆生
Tel:099-275-5358
Email:
qddousou@m.kufm.kagoshima-u.ac.jp

鹿児島同窓会

全学部からなる同窓会です。熊本で活躍するOBOGを中心
に発足され、若手の参加も増えてきました。毎年、総会・懇親
会を開催しています。熊本出身、在住、勤務の方、ぜひお気
軽にご参加ください。

〈連絡先〉 事務局長　塚本 晃大
Tel:096-223-5540
Email:mncr4520@gmail.com

熊本同窓会

昨年実施予定でした4年に1度の全学部対象の同窓会は、
コロナの影響で今年の秋に実施予定です。また、本会では、
毎月第3土曜日に全学部の有志で集まり（オンライン開催の
場合もあります）、業界も様々に懇親を深めております。帰省
中の学生の皆様の参加大歓迎ですし、転勤、出張中の方も
お気軽にご連絡ください。

加盟団体一覧（計40団体）
【部局同窓会】　文学部同窓会、教育学部同窓会、法学部同窓会、経済学部同窓会、理学部同窓会、医学部同窓会、歯学部同窓会、薬学部同窓会、工
学部同窓会、九州大学芸術工学部・九州芸術工科大学同窓会、農学部同窓会、地球社会統合科学府同窓会、人間環境学府同窓会、数理学府同窓会、
システム情報科学府同窓会、総合理工学府同窓会
【地域同窓会】　在仙九大会、筑波博朋会、東京同窓会、東海九大会、関西同窓会、宇部・山陽小野田九友会、愛媛同窓会、福岡同窓会、唐津地区同窓
会、筑後地区九州大学同窓会、ありあけ九大会、大分同窓会、熊本同窓会、宮崎県在住九州大学同窓会、ひむか松原会、鹿児島同窓会、沖縄県九州大
学同窓会、在韓国九州大學總同窓會、北京筥崎会、在中国九州大学同窓会、華人同窓会、台湾同窓会、学生寮同窓会、女子卒業生の会「松の実会」

〈連絡先〉 事務局長　安座間 猛
Email: info-oki@oki-kyushu-u.net

沖縄県
九州大学同窓会

同窓会の
情報は
こちらへ！

九州大学同窓会連合会ウェブサイト
https://doso-rengo.jimu.kyushu-u.ac.jp/

九州大学同窓会連合会事務局
（総務部同窓生・基金課 内）
TEL：092-802-2156
E-mail：sycdo-rengo@jimu.kyushu-u.ac.jp

お問合わせ
検  索九州大学同窓会連合会

※新型コロナウイルス感染拡大の影響で中止やオンライン開催などに変更となる可能性があります。

九州大学総合研究博物館［ミュージアムレポート］

た
博
物
館
資
料

の
多
く
を
、旧
工

学
部
本
館
に
移

設
し
ま
し
た
。歴

史
的
建
物
の
一

時
的
な
利
用
で

あ
る
た
め
、温
湿

度
環
境
や
設
備

が
十
分
で
は
な

い
も
の
の
、建
物

の
約
半
分
ぐ
ら

い
を
収
蔵
に
用
い
て
い
ま
す
。

　
　室
を
超
え
る
収
蔵
室
の
う
ち
、

植
物
・
昆
虫
・
古
生
物
・
形
質
人
類
・

工
学
の
5
分
野
で
は
、一
般
公
開
可

能
な
収
蔵
室「
資
料
開
示
室
」を
一
室

ず
つ
整
え
て
い
ま
す
。今
回
は
、そ
の

う
ち
の「
植
物
資
料
開
示
室
」と
、そ

こ
に
収
蔵
し
て
い
る「
穀
類
種
子
標

本
」を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

写真②／試験管入りのムギ種子標本

「植物資料開示室」
（箱崎サテライト旧工学部本館内）

　「
植
物
標
本
」と
い
う
と
、乾
燥
し
た
植

物
が
平
た
く
白
い
紙
に
貼
っ
て
あ
る「
押

し
葉
標
本（
腊
葉
標
本
）」を
思
い
起
こ
す

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。植
物
標
本
は
確
か
に

そ
の
よ
う
な
腊
葉
標
本
が
多
い
の
で
す

が
、そ
れ
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。果
実

や
種
子
を
乾
燥
し
た
も
の
、液
体
に
浸
し

た
も
の（
液
浸
標
本
）な
ど
が
あ
り
ま
す
。

箱
崎
の「
植
物
資
料
開
示
室
」で
は
、植
物

標
本
に
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
こ
と
を
、現
物

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

　こ
の
室
の
設
え
に
は
、も
ち
ろ
ん
、歴

史
的
木
製
什
器
を
用
い
て
い
ま
す
。こ
の

よ
う
な
木
製
家
具
も
植
物
由
来
の
産
業
資

料
で
あ
り
、使
用
さ
れ
て
い
る
木
材
は
、

経
済
植
物
学
的
な
資
料
と
い
え
ま
す
。

　こ
の
開
示
室
で
公
開
し
て
い
る
資
料

の
目
玉
の
ひ
と
つ
が
、旧
農
学
第
一
講
座

（
育
種
学
）が
所
蔵
し
て
い
た
、戦
前
の

「
穀
類
種
子
標
本
」で
す
。イ
ネ
の
種
子

（
写
真
①
）を
は
じ
め
、ム
ギ（
写
真
②
）、

大
豆
、綿
、な
ど
の
種
子
が
含
ま
れ
て
い

ま
す
。
特
に
イ
ネ
の
種
子
標
本
は
、

1
9
2
2
年
に
当
時
の
農
林
省
農
事
試

験
場
畿
内
試
場
か
ら
譲
り
受
け
た
と
思

わ
れ
る
日
本
各
地
の
在
来
品
種
や
国
外

か
ら
収
集
さ
れ
た
在
来
品
種
・
育
種
品
種

な
ど
で
、品
種
ご
と
に
美
し
く
ケ
ー
ス
に

配
置
さ
れ
標
本
棚
の
引
き
出
し
に
ぎ
っ

し
り
と
収
め
ら
れ
て
い
る
様
子
は
、実
に

壮
観
で
す（
写
真
①
）。

　こ
れ
ら
の
系
統
は
農
学
研
究
院
の
植
物

育
種
学
分
野
に
お
い
て
生
き
た
状
態
で
継

承
さ
れ
て
お
り
、今
で
も
研
究
に
用
い
ら

れ
て
い
る
と
の
こ
と
。こ
の
戦
前「
穀
類
種

子
標
本
」は
歴
史
的
研
究
資
料
と
し
て
、移

転
を
機
に
当
館
に
収
蔵
さ
れ
ま
し
た
。

　日
本
に
お
け
る
イ
ネ
の
品
種
改
良
は
、

近
代
の
食
料
供
給
に
重
要
な
役
割
を
担

い
、人
工
交
配
技
術
の
開
発
を
は
じ
め
、

大
変
興
味
深
い
歴
史
を
持
っ
て
い
ま
す
。

い
つ
か
こ
の
歴
史
的
な
標
本
資
料
を
、本

学
で
進
行
中
の
研
究
や
そ
の
成
果
と
一

緒
に
展
示
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　2
0
2
1
年
春
か
ら
、箱
崎
キ
ャ
ン
パ

ス
保
存
地
区
は
、「
箱
崎
サ
テ
ラ
イ
ト
」と

呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。博
物
館

は
、2
0
1
9
年
の
移
転
完
了
後
も
、旧

工
学
部
本
館
で
博
物
館
活
動
を
続
け
て

い
ま
す（
2
0
2
1
年
現
在
、感
染
拡
大

防
止
の
た
め
休
館
中
）。

　先
の
最
終
移
転
に
伴
い
、そ
れ
ま
で
他

の
空
き
建
物
な
ど
に
分
散
保
管
し
て
い

50

箱崎だより
植物資料開示室の標本資料

 「穀類種子標本」

三島 美佐子
九州大学総合研究博物館　

教授

写真①／美しく配置された
イネ種子標本

各地の同窓会の総会の様子、同窓会報やオンラインでの活動の様子など、九大広報にご寄稿いただける方は同窓会連合会事務局
（sycdo-rengo@jimu.kyushu-u.ac.jp）までご連絡ください。紙面の都合上、ご希望どおりに掲載できない場合もございますのでご了承ください。

同窓会活動に関する
ご寄稿を募集中
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九大独自の
アプリ・LINEサービスを紹介

「itocon（いとこん）」

「Q-Mental APP」

App Data

　キャンパス混雑度情報可視化システム「itocon（いとこん）」は、伊都キャンパス
に通う学生・教職員が密を回避しやすいように、九大学研都市駅および伊都キャ
ンパス内のバス停、計11カ所と、伊都キャンパス内の食堂9カ所の混雑度をリア
ルタイムに提示するシステムです。
　itoconでは、駅やバス停の混雑度情報が1分ごとに更新されるとともに、過去
のバス発車時刻時の混雑度を確認することができます。2021年3月26日からは、
九大学研都市駅の混雑度については予測も表示されるようになっています。

キャンパス混雑度情報可視化システム

●開発者：九州大学大学院システム情報科学研究院ヒューマノフィリックシステム研究室
　（荒川豊教授）、九州大学持続的共進化地域創成拠点（COI）

「九大学務LINE（β版）」

App Data

　入学予定の新入生向けに、窓口AIシステムとして、LINEを活用した「九大学務LINE」のβ
バージョンをリリースしています。本LINEは、授業料免除/入学金免除、各種奨学金制度や入寮
手続きなど、新入生から毎年よくあるお問い合わせを自動応答チャットボットにてスムーズに
解消するサービスです。
（ご注意）
β版のため、質問対象も限定したものになり
ますが、今後、在学生も含め、対応窓口を拡大
していきますので、ご期待ください。

［新入生］入学前の疑問をLINEで解決する

●お問い合わせ：学務部学務企画課総務係
　電話：092-802-5925
　Mail：gagsomu＠jimu.kyushu-u.ac.jp

App Data

　2021年5月11日から、無料でApp Store(iPhone)、Google Play(Android)
からダウンロードでき、より多くの学生が利用できるようになりました。
　学生向けのメンタルヘルス支援スマホアプリ「Q-Mental 
APP」は、毎日の運動・食欲・睡眠時間・気分を記録する「きろ
く」、メンタルヘルス疾患のスクリーニングが可能な「しんだ
ん」、「きろく」の結果に基づきコメントを表示する「マイカル
テ」、メンタルヘルスのことで困ったときの相談先を表示する
「そうだん」などの機能を搭載しています。
　九大生向けに作成していますが、学外の方もインストールす
ることは可能です。また、Q-Mental　APPの相談先をカスタマ
イズすることで、九州大学以外の大学でも活用することができ
ます。
※「そうだん」は九大生のみを対象としております。

学生向けヘルス支援スマホアプリ

●開発者：九州大学キャンパスライフ・健康支援センター
　梶谷康介准教授
●お問い合わせ
　電話：092-802-5116(研究室)、092-802-5124 (事務)
　Mail：kkajitani@chc.kyushu-u.ac.jp

※バス停混雑度情報はLINEでも確認できます。
　https://itocon.arakawa-lab.com/about

K y u d a i  A p p  &  L i n e  I n f o r m a t i o n

Kyudai
App

Kyudai
App

Kyudai
Line

With & Beyondコロナ時代を迎えるにあたり、
九大で行っている研究や取組を紹介します！

ダウンロードはこちらから

システムはこちらから

App Store

Google Play

OPEN
CAMPUS
九州大学
2021 
K YUSHU UNIVERSIT Y

各学部研究室の紹

介や、先輩たちの声

など 12学部それぞ

れが発信！また模擬

授業や、オンライン

施設見学などの企画も盛

りだくさん！この機会にど

んどん参加しちゃおう！
※企画ごとに日時が異なるので

ご注意ください。

お問い合わせ先

九州大学学務部入試課入試第一係

Tel: 092-802-2004　 E-mail: nyushiken1@jimu.kyushu-u.ac.jp https://admission.kyushu-u.ac.jp/oc/

検 索九大  オープンキャンパス

大学紹介
Area 1

学部紹介 教員紹介
Area 3

学生生活
Area 4

入試案内
Area 5

現役学生
に相談

Area 6Area 2

期間限定企画

オンラインオープンキャンパスを

今年も開催します！

いつでも、どこでも、興味のある

方はぜひご参加ください！

8月START！
スマホからでも

OK！

サイトはコチラからチェック！

常設企画

 

学部等
企画

Program 1 担当者がオンライン

で進路相談を行い

ます。受験する際

に知っておく情報

や、キャンパスライ

フ、住居、奨学金につい

てなど様々な質問に対し

てお答えします。

※質問は随時受付をしています！

進路
相談

Program 2 大学生活は高校

とどう違うの？

九大生の１年間

やアルバイト、

サークルなどに

ついて紹介します。

また個別に質問を受け付

けます！

現役九大生
の声

Program 3

2021年度 九州大学オープンキャンパスはオンライン開催！ 
特設サイト
公開中

InformationInformation
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